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まつり第1臨時
　駐車場

まつり
市役所前駐車場

向日市まつり会場
（京都向日町競輪場）

東
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駅

東
向
日
駅

向
日
町
駅

向
日
町
駅

まつり
第2臨時
　駐車場

駐車場のご案内
車でお越しの方は市役所前駐車場や
まつり臨時駐車場をご利用ください。

　市役所前駐車場：約30台� �
　まつり第1臨時駐車場：630台	 �
　　　　第2臨時駐車場：370台

※�駐車場の数が限られておりますので、なるべく乗り
合わせてお越しいただくか、公共交通機関を利用し
ていただくなど、ご協力をお願いします。

　
今
年
で
41
回
目
を
迎
え
る
向
日
市
ま
つ
り
は
、「
ま
つ
り
で
再
発

見
！
向
日
市
の
え
え
と
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

　
市
民
が
つ
く
る
「
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
」
や
新
鮮
な
野
菜
な
ど
が

販
売
さ
れ
る
「
農
業
コ
ー
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
や
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
「
騎
士
竜
戦
隊
リ
ュ
ウ
ソ
ウ
ジ
ャ
―
」、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
や

「
大
極
殿
衣
裳
行
列
」
な
ど
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
会
場
へ
お

越
し
い
た
だ
き
、
向
日
市
の
新
た
な
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
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広報むこうは
市ホームページでご覧いただけます。
http://www.city.muko.kyoto.jp/

向日市公式Facebookページ、
	 LINE公式アカウントもあります

令和元年（2019年）11月1日発行…
広報むこう　No.1146

【まちのうごき】（令和元年10月1日現在）
住民基本台帳人口
人口 57,548人　世帯数 25,353世帯
（男性 27,637人、女性 29,911人）
推計人口
人口 56,415人　世帯数 23,262世帯
（男性 26,901人、女性 29,514人）
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BMX
フリースタイル・パーク
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商工コーナー
( 飲食・物販ブース )

相談・展示
コーナー
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市民ふれあい広場
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案内
救護所
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バンク地
下
道

農業コーナー

○大地の店
○ぺったん焼き
○向陽クラブ
○まちのフランクフルトやさん
○乙訓リフォーム
○国際ソロプチミスト京都－西山（16日）
○風の子
○ボーイスカウト向日第1団
○向日市ろうあ協会
○世界のボードゲームで遊んでみよう！（16日）
○ボッチャーを楽しもう（17日）
○乙訓文化遺産（16日）
○シンポクラブ
○土と野菜づくりの会「土のめぐみ」
○irodor i雑貨店
○むこうスタイルLABO
○SKYパソコンお絵かき教室（16日）
○手づくり展
○クラフト
○松ぼっくりのクリスマスツリークラフト

市民ふれあい広場

○補助輪はずし、キックバイクほか（16日）
○�スポーツランド（17日)
○モンゴルゲルで遊ぼう
○京都サンガふわふわサッカーボール

バンク内
農産物品評会、農産物直売、
米消費拡大

農業コーナー

　相談・展示コーナー
○京都中央農業協同組合（16日）
○令和元年向日市健康ウォーク（17日）
○薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」
○くらしと計量
○�乙訓医療生活協同組合　健康チェック（16日）
○おとくに南京玉すだれ保存会（17日）
○�向日市まちなみ景観絵手がみコンクール展示・
表彰式

○COI～向日けん玉広場～
○防災コーナー
○防犯コーナー
○�コミュニティバス「ぐるっとむこうバス」PR
コーナー

○交通安全コーナー（16日）
○�向日市民生児童委員連絡協議会コーナー
　（17日）
○�公益社団法人京都犯罪被害者支援センター	
（16日）
○フードドライブコーナー（17日）

　相談・展示コーナー
○向日市環境市民ネットワーク会議
○緑化ポスター展示コーナー
○京都西山高等学校工作・展示コーナー
○村田製作所ロボットパフォーマンス
　相談・展示コーナー
○建設クイズラリー（17日）
○乙訓消防コーナー
○軒丸瓦コースターをつくろう
○沖縄写真展
○ドキ土器！むかし体験
○向日市シルバー人材センター
○消費生活相談コーナー
○�行政書士無料相談と子どもクイズコーナー
○�京都土地家屋調査士会西山支部 表示登記無
料相談会

○木造住宅耐震相談コーナー
○税を考えるコーナー（16日）
○いきいきフォーラム
○向日市ボランティアフェスティバル
○市民協働センターかけはし
　相談・展示コーナー
○JR西日本鉄道ふれあいコーナー
○青少年健全育成連絡協議会啓発コーナー

相談・PR
Japancup
16日　公式練習・予選
17日　決勝

ＢＭＸフリースタイル・パーク

○向日市民憲章推進協議会コーナー
○向日市いいとこPRブース
○京都乙訓ロータリークラブ
○京都市西京区役所洛西支所情報コーナー
○南丹市観光交流室
○京都フローラ（16日）
○京都ハンナリーズ（17日）
○京の加悦寿司
○アミティ丹後
○EZY CAFE（16日）
○CAFEBUS n ico（17日）

丸池の周辺

飲食、展示、即売、催物、
建築相談、建設機械試乗

商工コーナー
（商工会、商工会加盟店）
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2

3

4
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向日市まつり 各コーナーをご紹介！



11月17日（日）
① 12：00〜12：30　② 14：00〜14：30

キャラクターショー
騎士竜戦隊リュウソウジャー ショー

観覧 
無料大極殿衣裳行列

　今から約1230年前の桓武天皇の時代、この乙訓に10年
間営まれた古代の都「長岡京」がありました。わたしたちの
ふるさと向日市には、都の中心「長

ながおかきゅう
岡宮」があり、儀式や政

治を行う大極殿や朝堂院などが立ち並んでいました。かつ
てこの地を行き来していたであろう“みやこびと”が、華や
かな古代の衣裳を身にまとって、現代によみがえります。

11月16日（土）　13：30〜

7 6

　向日市まつりの詳細は「向日市まつりパンフレット」でご確認くだ
さい。
　パンフレットは市役所、各コミセン、JR向日町駅、阪急東向日・西
向日駅で配布します。また当日もまつり会場正面入口と西入口でお
配りします。

2日目    17日（日）
開始時間 終了時間 出演団体名など
10：00 10：05 各コーナー紹介
10：05 10：30 農政関係表彰式
10：35 10：50 京都西山高等学校　吹奏楽部（演奏）

10：50 11：05 京都西山高等学校　こども夢コース　
チームこども夢（オペレッタ）

11：05 11：10 Shino Ballet House（バレエ）
11：10 11：25 向日ハワイアンフラサークル（フラダンス）
11：25 11：40 マイスタWIクラス（ダンス）
11：40 11：50 夢舞隊（踊り）
11：50 12：00 合気道向日町教室（演武）

12：00 12：30 キャラクターショー
「騎士竜戦隊リュウソウジャー ショー」

12：30 12：45 はんなりん　チアスクール（チアダンス）
12：45 13：05 京都サンガF.C.キッズチアスクール（チアダンス）
13：05 13：20 バトントワリング　きらりん（バトントワリング）
13：20 13：25 Lit 4 Steelo（ダンス）
13：25 13：40 PVP DANCE STUDIO（ダンス）
13：40 13：55 Aloha Nui Loa（フラダンス）
13：55 14：00 乙訓商工会女性部（踊り）

14：00 14 ：30 キャラクターショー
「騎士竜戦隊リュウソウジャー ショー」

14：30 14：40 ユイとコマキ（ダンス）
14：40 15：00 向日香夜衆（演奏）

15：00 全プログラム終了

　ステージの進行上、出演時間が多少前後することや、都合により中止する場合がありますので、ご了承くださ
い。また、会場内でのビニールシートなどによる事前の席や場所の確保はご遠慮願います。 
 　撮影にあたっては、出演者が不快と感じる撮影（望遠レンズを使用した撮影など）は、ご遠慮ください。

向日市まつり ふるさと  ステージ プログラム

向日市まつり
パンフレット

1日目    16日（土）
開始時間 終了時間 出演団体名など
  9：50 10：00 オープニングセレモニー
10：00 10：30 寺戸中学校吹奏楽マーチングバンド部（演奏）
10：30 10：35 各コーナー紹介
10：35 10：50 Nā pua Le'a（フラダンス）
10：50 11：00 でんでん（踊り）
11：00 11：10 マイスターダンススタジオ（ダンス）
11：10 11：25 向日市太極拳クラブ（演武）
11：25 11：35 向日市障がい者の日実行委員会（活動紹介）
11：35 11：40 英語ダンスMAkooN Kids Dance 101（ダンス）
11：40 11：45 U１０（ダンス）
11：45 12：00 Kipuu Kamalei.m フラスタジオ（フラダンス）
12：00 12：15 合気道「翔龍会」向日支部（演武）
12：15 12：30 ヴィオリラアンサンブル　あじさい（演奏）
12：30 12：40 向日市いいとこPR隊　たけ のこ りん（活動紹介）
12：40 12：55 日本女子プロ野球　京都フローラ（活動紹介）
12：55 13：10 ダンス・スペースRyG （ダンス）
13：10 13：25 MIYAKO　JUMP　ROPE　CLUB（ダブルダッチ）
13：30 13：45 大極殿衣裳行列
13：45 14：00 京都バトン研究会本校（バトントワリング）
14：00 14：30 (株)村田製作所（ロボットパフォーマンス）
14：30 14：40 東急スポーツオアシス 桂川店 Pure Smile（ダンス）
14：40 14：50 むこう葵会空手教室（演武）
15：00 15：15 東山　ムラサキ（歌）
15：15 15：25 瀬川　美里（歌）
15：30 16：00 向日市激辛音楽団（演奏・活動紹介）



こ
の
秋
は
、
展
覧
会
に
い
こ
う  

関
連
事
業
も
い
っ
ぱ
い

㉄図書館☎931-1181、文化資料館☎931-1182

図書館・文化資料館　開館 35 周年記念特別展

11 月 2 日（土）～ 12 月 1 日（日）
開館時間／午前 10 時～午後 6 時 ( 入館は午後 5 時 30 分まで )
休館日／月曜日　※ただし 11 月 4 日は開館、11 月 5 日は休館
会場／向日市立図書館２階研修室・向日市文化資料館 1 階 
●先着 350 人にオリジナルマグネットをさしあげます！

　
京
都
と
大
阪
と
い
う
２
つ
の
都
市
の
中
間
に
位
置
す
る
向
日
町
は
、
昭

和
３
年
（
１
９
２
８
）
京
都
で
挙
行
さ
れ
た
昭
和
大
典
に
合
わ
せ
る
か
た

ち
で
開
通
し
た
新
京
阪
鉄
道
（
現
在
の
阪
急
京
都
線
）
に
よ
っ
て
利
便
性

が
向
上
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
う
住
宅
開
発
に
よ
っ
て
、
通
勤
者
を
中
心

に
都
市
的
な
生
活
を
営
む
人
々
が
現
れ
は
じ
め
、
多
く
の
学
者
や
芸
術
家

た
ち
も
住
居
を
構
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
展
示
で
は
、
そ
の
よ
う
な
昭
和
期
の
向
日
町
に
居
住
し
た
人
々
の
活

動
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
の
様
子
を
美
術
作
品
や
資
料
で
紹
介
し
ま
す
。

　
昭
和
の
向
日
町
の
文
化
・
芸
術
的
な
空
気
に
満
ち
た
一
面
を
、
ど
う
ぞ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
あ
わ
せ
て
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
幻
の
「
向
日
町
劇
場
」
に
関
す
る
資

料
も
紹
介
し
ま
す
。

陶
芸
家

河
合
卯
之
助

明
治
22
年
～
昭
和
44
年

（
１
８
８
９
～
１
９
６
９
年
）

薬
学
博
士
・
椿
博
士

渡
邉
　
武

大
正
2
年
～
平
成
16
年

（
１
９
１
３
～
２
０
０
４
年
）

　向日庵は寿岳文章邸としての歴史的意義に加えて、良質な近代住宅、
そして民藝運動における建築作品としても評価することができます。
向日庵の建設経緯や特徴を追いながら、建築作品としての位置づけを
考えます。
●日時／ 11 月 10 日（日）午後 2 時～ 4 時（開場は午後 1 時 30 分）
●講師／石川祐一さん（京都市文化財保護課）
●場所／文化資料館 2 階研修室
●定員／ 80 人（要申込）
●�申込み／直接または電話、ファクスで文化資料館 （☎ 931-1182、

931-1121）へ。定員になり次第締め切り。

特別展記念講演会� �

　　　　　「民藝建築としての向日庵」

向日市ふるさと検定
       連携事業

ふ
る
さ
と

魅
力
発
見

▲�稲垣稔次郎　浅葱地椿文着尺　
向日市立図書館所蔵

　
向
日
市
に
居
を
構
え
た
薬
学
博
士

の
渡
邉
武
は
椿つ

ば
きの
研
究
に
も
造
詣
が

深
く
、
自
邸
の
庭
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
椿
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　
約
50
年
を
か
け
て
収
集
し
た
椿
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

書
画
、
陶
磁
器
な
ど
の
美
術
品
を
は

じ
め
民
芸
品
、
玩
具
な
ど
あ
ら
ゆ
る

も
の
に
お
よ
び
ま
す
。

　

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、

薬
と
椿
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
各
界

著
名
人
と
の
交
流
を
示
す
も
の
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
3
年
に
向
日
町
に
移
り
住

ん
だ
陶
芸
家
の
河
合
卯
之
助
は
、

「
向こ
う
日じ

つ
窯よ

う
」
を
開
き
独
自
の
作
陶
活

動
に
入
り
ま
し
た
。

　

陶
芸
以
外
に
も
多
彩
な
才
能
を

発
揮
し
た
河
合
の
周
囲
に
は
多
く

の
文
化
人
、
工
芸
家
ら
が
集
い
、

向
日
町
の
河
合
邸
は
文
化
サ
ロ
ン

の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
笹
部
新
太
郎
は
、
昭
和
10

年
に
向
日
町
内
の
三
千
坪
ほ

ど
の
土
地
を
購
入
し
「
桜お

う

苗び
ょ
う

圃ほ

」
を
造
り
、
苗
木
の

育
成
や
接
木
な
ど
の
実
験
を

行
い
ま
す
。（
昭
和
36
年
、

名
神
高
速
道
路
建
設
工
事
に

伴
う
盛
り
土
採
取
地
と
し
て

買
収
さ
れ
消
滅
）

　

桜
の
保
存
・
改
良
に
尽

力
し
、「
桜
男
」「
桜
博
士
」

と
呼
ば
れ
た
笹
部
は
、
水

上
勉
の
小

説
「
櫻
守
」

の
モ
デ
ル

に
も
な
り

ま
し
た
。

英
文
学
者
・
和
紙
研
究
者

寿
岳
文
章

明
治
33
年
～
平
成
4
年

（
１
９
０
０
～
１
９
９
２
年
）

随
筆
・
翻
訳
家

寿
岳
し
づ

明
治
34
年
～
昭
和
56
年

（
１
９
０
１
～
１
９
８
１
年
）

　
英
文
学
者
と
し
て
高
名
な
寿
岳
文
章
は
、

和
紙
研
究
や
書
誌
研
究
の
第
一
人
者
で
も

あ
り
、
ま
た
、
民
藝
運
動
に
も
参
加
し
幅

広
い
分
野
で
活
躍
す
る
文
化
人
で
し
た
。

　
昭
和
８
年
に
向
日
町
に
建
て
た
民
藝
の

趣
の
あ
る
「
向こ
う

日じ
つ

居き
ょ

（
向こ

う
日じ

つ
庵あ

ん
）」
に
移
り

住
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
寿
岳
夫
妻
は
和
紙
を
用
い
て
内

容
、
体
裁
と
も
に
良
質
な
書
物
の
自
費
出

版
に
取
り
組
み
、「
向
日
庵
本
」
の
名
で
発

行
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
本
は
、
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

桜
男笹

部
新
太
郎

明
治
20
年
～
昭
和
53
年

（
１
８
８
７
～
１
９
７
８
年
）

　文化資料館職員が展示準備や資料　　調査で調べたことを
報告し、参加者の皆さんと語り合う　　 催し「日曜談話会」
を開催します。今回は、最近になっ　　て新資料が見つかっ
た芝居小屋・映画館 「向日町劇場」に　　ついて、最新の調査

成果を報告　　  します。お気軽にご
参加くださ　　　い。
●�日時／ 11　　月 24 日（日）午後

2 時～ 4 時　　（開場は午後 1 時
30 分）

●場所／文化　　資料館 2 階研修室
※申込は不要　　です。

　向日町劇場は、現在の向日市鶏冠井町に戦前まであった芝居小屋・
映画館です。開業の時期は定かではありませんが、昭和初期頃には、
映画や奇術などの興行が盛んに催されていたようです。新派劇興行

のチラシ（向日市文化資料館所蔵）、映
画興行のチラシ（写真パネル展示：原
品は国立歴史民俗博物館所蔵）、新派
劇役者のブロマイド（写真パネル展示：
原品は個人所蔵）などを初めて展示し
ます。

向日町劇場

日曜談話会� �

　　　「向日町劇場に　ついて」
小さいピアノ♪� �

　　　再生記念ミニコンサート
　約 80 年前に西向日住宅地へやってきた小さなアップライトピアノ
をこのたび市民参加のワークショップで修理しました。その完成を披
露する手作りコンサートです。ぜひご来場ください。
●日時／ 12 月 1 日 ( 日 ) 午後 2 時～４時 ( 開場は午後 1 時 30 分 )
●�会場／向日市文化資料館 1 階 ( 歴史体験交流センター )
●運営／小さいピアノ♪再生ワークショップメンバー
●協力／一般社団法人日本ピアノ調律師協会関西支部
●定員／ 60 人 ( 要申込 )
●�申込み／ 11 月 3 日 ( 祝 ) から直接または電話、ファ

クスで文化資料館（☎ 931-1182、 931-1121）へ。
　定員になり次第締め切り。

▲昭和 18 年『窯辺陶話』図版
個人所蔵　河合卯之助関係資料

▲�新派劇興行チラシ
　向日市文化資料館所蔵

▲『紙漉村旅日記』（明治書房版）

▲�文化資料館「向日町町並み
復元模型」の向日町劇場

ダモ ンと昭和 向日町

▲宇野宋甕
　紅白椿の帯留
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■
募
集
の
対
象

　
募
集
の
対
象
児
は
、保
護
者
の
方（
父
、母
）が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る「
保
育
を
必
要
と
す
る
」就
学
前
児
童
で
す
。

　
①
か
ら
⑨
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、保
育
を
必
要
と
す

る
度
合
い
の
高
い
方
か
ら
入
所
の
決
定
を
し
ま
す
。希
望

さ
れ
た
保
育
所
に
定
員
を
超
え
る
申
込
み
が
あ
っ
た
場

合
、希
望
の
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
場
合
や
、待
機
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
の
配
布
・
受
付

新
規
入
所
申
請
さ
れ
る
方

●
配
布

　
○�

11
月
5
日（
火
）～
8
日（
金
） 

東
向
日
別
館
３
階
会

議
室
２

　
〇
11
月
11
日（
月
）か
ら 

東
向
日
別
館
4
階
子
育
て
支
援
課

　
　

�

い
ず
れ
も
午
前
8
時
30
分
～
正
午
、午
後
1
時
～
5
時

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

※�

申
込
書
受
領
時
に
、申
込
書
提
出
日
時
を
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
受
付

　
○�

日
時
／
12
月
9
日（
月
）～
13
日（
金
） 

午
前
9
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
4
時

　
○�

場
所
／
市
役
所
本
館 

第
1
会
議
室

※�

こ
の
期
間
に
提
出
が
困
難
な
方
は
、12
月
16
日（
月
）、

　
17
日（
火
）も
同
時
間
に
東
向
日
別
館
４
階
子
育
て
支

　
援
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

※�
申
込
書
の
配
布
場
所
と
受
付
場
所
が
異
な
る
た
め
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

入
所（
園
）中
の
児
童
の
兄
弟
姉
妹

●
配
布

　
○
配
布
開
始
日
／
11
月
5
日（
火
）か
ら

　
○
場
所
／
入
所
中
の
各
保
育
所（
園
）

●
受
付

　
○�

日
時
／
12
月
18
日（
水
）～
20
日（
金
）午
前
8
時
30
分
～

正
午
、午
後
1
時
～
5
時
※
予
約
不
要

　
○
場
所
／
東
向
日
別
館
4
階
子
育
て
支
援
課

■
各
保
育
所（
園
）の
保
育
料
に
つ
い
て

　
向
日
市
保
育
料
徴
収
基
準
額
表
に
基
づ
き
、４
～
８
月
分

の
保
育
料
に
つ
い
て
は「
平
成
31
年
度
市
町
村
民
税
額
」、９

～
3
月
分
に
つ
い
て
は「
令
和
2
年
度
市
町
村
民
税
額
」に

応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

㉄
子
育
て
支
援
課（
内
線
3
4
4
、3
4
8
）

来
春
入
所（
園
）の
園
児
募
集

申
込
書
の
配
布
は 

11
月
5
日（
火
）か
ら

■ 保育所（園）の定員など

物集女
コミセン

第4向陽
小学校

第5向陽
小学校

第2向陽
小学校

向陽
小学校

向日市民
体育館

保健
センター

向日市役所
　　　本館

向日町
競輪場

向日神社

西
国
街
道

物
集
女
街
道

阪
急
電
鉄

京
都
線

JR
京
都
線

（
東
海
道
本
線
）

向
日
町
駅

東
向
日
駅

西
向
日
駅

桂
川
駅

洛
西
口
駅

第6向陽
小学校

第3向陽
小学校

向日市役所
東向日別館

　  申込場所　  申込場所

　   配布場所　   配布場所
こよりほいくえん

東向日
こよりほいくえん

東向日

向日町ひまわり
保育園

向日町ひまわり
保育園

ニチイキッズ
洛西口保育園
ニチイキッズ
洛西口保育園

さくらキッズ
保育園

さくらキッズ
保育園

チェリーズ
ハグ東向日園
チェリーズ
ハグ東向日園

あひるが丘
こども園
あひるが丘
こども園

レイモンド
向日保育園
レイモンド
向日保育園

華月つばさ
保育園

華月つばさ
保育園

アスク向日
保育園

アスク向日
保育園

第5保育所第5保育所

第6保育所第6保育所

もずめ保育園もずめ保育園

第1保育所第1保育所

かおりのはな
ほいくえん
（申請中）

かおりのはな
ほいくえん
（申請中）

■ 保育所（園）の位置図

保 育 所 (園） 名 年 齢 区 分 定員(人)
市 立  第1保育所 生後57日目~就学前 230
　 　  第5保育所 生後57日目~就学前 120
　 　  第6保育所 生後57日目~就学前 150
さくらキッズ保育園 生後57日目～3歳児未満 30
アスク向日保育園 生後57日目～就学前 110
レイモンド向日保育園 生後57日目～就学前 180
華月つばさ保育園 生後5か月～就学前 120
もずめ保育園（認定こども園申請予定） 生後57日目～就学前 150
かおりのはなほいくえん（認可申請中） 生後57日目～就学前 100
ニチイキッズ洛西口保育園（※） 生後57日目～3歳児未満 17
チェリーズハグ東向日園（※） 生後57日目～3歳児未満 18
こよりほいくえん東向日（※） 生後57日目～3歳児未満 12
向日町ひまわり保育園（※） 生後57日目～3歳児未満 12
あひるが丘こども園 生後57日目～就学前 125

※�ニチイキッズ洛西口保育園、チェリーズハグ東向日園、こよりほいくえん
東向日、向日町ひまわり保育園は小規模保育園です。

11月26日（火）本会議（提案説明）／議場
12月  5日（木）本会議（一般質問）／議場
　  　 6日（金）本会議（一般質問）／議場
　  　 9日（月）本会議（予備日）／議場
　    11日（水）厚生常任委員会／第１委員会室
　    12日（木）建設環境常任委員会／第１委員会室
　    13日（金）総務文教常任委員会／第１委員会室
　    18日（水）本会議（委員長報告・討論・採決）／議場

　時間はいずれも午前10時からの予定です。どなたで
も傍聴していただけます。
　議案の内容は、本会議初日の翌日に市ホームページ
で公表します。また、一般質問の事項は、公共施設など
で事前に公表します。
※第１委員会室は西別館１階です。
※�予定は変更になる場合があります。最新の予定は、市
ホームページでご確認ください。

市議会の開催予定

◇
緑
化
ポ
ス
タ
ー
展
◇

　
緑
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
選
考
し
た

作
品
を
次
の
場
所
で
展
示
し
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
優
秀
賞
ま
で
の
作
品
8
点
の
展
示

●�

日
程

　
〇�

11
月
11
日（
月
）～
15
日（
金
） 

東
向
日

別
館
3
階
ロ
ビ
ー

　
〇�

11
月
16
日（
土
）、17
日（
日
） 

向
日
市
ま

つ
り
会
場
内 

相
談
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

（
京
都
向
日
町
競
輪
場
）

㉄
公
園
交
通
課（
内
線
2
2
0
）

■
優
秀
賞（
6
点
）

●
第
2
向
陽
小
学
校

　
木
村
叶
太
さ
ん
、田
中
晴
野
さ
ん
、

　
富
永
湊
大
さ
ん

●
第
4
向
陽
小
学
校

　
甲
賀
有
紀
さ
ん
、杓
野
太
一
朗
さ
ん

●
第
5
向
陽
小
学
校

　
山
元
幻
都
さ
ん

■
入
選（
22
点
）

●
向
陽
小
学
校

　
後
藤
紗
良
さ
ん
、塚
本
寧
音
さ
ん
、

　
西
元
結
希
乃
さ
ん

●
第
2
向
陽
小
学
校

　

�

小
野
来
実
さ
ん
、木
村
陽
子
さ
ん
、

　
村
上
湧
音
さ
ん

●
第
3
向
陽
小
学
校

　
梶
原
優
希
さ
ん
、島
津
楓
花
さ
ん

●
第
4
向
陽
小
学
校

　
愛
原
成
海
さ
ん
、市
川
茜
里
さ
ん
、

　
辻
明
紗
さ
ん
、仲
橋
准
さ
ん

●
第
5
向
陽
小
学
校

　
坂
下
弥
さ
ん
、髙
橋
凪
咲
さ
ん
、

　
山
内
優
奈
さ
ん

●
第
6
向
陽
小
学
校

　
植
松
真
央
さ
ん
、大
門
倖
さ
ん
、西
井
恋
さ
ん
、

　
水
野
響
子
さ
ん
、元
生
奈
緒
さ
ん
、

　
山
本
航
士
さ
ん
、山
本
実
和
さ
ん

　
「
緑
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」は
、市
内

在
住
・
在
学
の
小
学
6
年
生
を
対
象
に
募
集

し
、5
5
5
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
と
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
向
日
市
長
賞

●
第
2
向
陽
小
学
校

　
山
本
朗
さ
ん

■
向
日
市
教
育
長
賞

●
第
2
向
陽
小
学
校

　
横
田
侑
希
さ
ん

緑
と
環
境
の
大
切
さ
を
訴
え
る�
�

緑
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル  

入
賞
作
品
が
決
定

ぐるっとむこうバス

運行中! !
お買い物やお出かけに
ぜひご利用ください。

㉄公園交通課（内線220）

㉄議会事務局（内線318）

①�

就
労（
１
か
月
64
時
間
以
上
の
方
）

②�

妊
娠
・
出
産（
入
所
期
間
は
、出
産
予
定
日
の
前
後

2
か
月
、最
大
5
か
月
で
す
）

③�

保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い

④�

同
居
親
族
な
ど
の
介
護
・
看
護	

⑤�

災
害
復
旧

⑥�

求
職
活
動（
入
所
期
間
は
、離
職
日
ま
た
は
入
所
日

か
ら
3
か
月
が
限
度
で
す
）

⑦�

就
学

⑧�

虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑨�

育
児
休
業
取
得
時
に
、既
に
保
育
を
利
用
し
て
い
る

3
歳
児
、4
歳
児
ま
た
は
５
歳
児
の
子
ど
も
が
い
て

継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と（
育
児
休
業
取
得
中

は
、入
所
し
た
月
の
う
ち
に
元
の
職
場
に
復
帰
す
る

場
合
の
み
、新
規
の
申
込
み
が
可
能
で
す
。育
児
休

業
取
得
中
の
新
規
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）
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　夫・パートナー・交際相手からの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為など「女性に対す
る暴力」は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。
　こういった「女性に対する暴力」をなくすため、11月12日から25日（女性に対する暴力撤廃国際日）までが「女性に対
する暴力をなくす運動」期間と定められています。
　期間中、国や地方公共団体などでは、さまざまな行事や広報活動を展開しており、11月26日（火）に「女性に対する暴力
をなくす運動関連講座」を実施します。

女性に対する暴力をなくす運動関連講座   
　DVの被害者にも加害者にもならないためには、DVを正しく理解することが大切です。DVはなぜ起きるのか、
背景にある意識やDVの実態を知り、身近で起きた時にどうすればいいのかについて考えましょう。
■ 講演会「わたしがワタシを大切に」
●日時／11月26日（火）午後２時～４時（午後1時30分開場）
●場所／女性活躍センターあすもあ
※センター内で、パープルリボン作品を展示中です。
※駐車場はありません。
●講師／田中暖子さん（弁護士）
●保育／１歳～就学前、定員10人。11月12日（火）までにお申込みください。
●手話通訳／ご希望の方は、11月12日（火）までにお申込みください。
●�申込み／電話、ファクス、電子メールで広聴協働課（内線
291、  922-6587、  kyodo@city.muko.lg.jp）へ。定員
（30人）になり次第締め切り。
※座席に空きがある場合は、当日参加も可能です。

11月12日～25日
女性に対する暴力をなくす運動期間

●日時／12月7日（土）午後1時～3時（午後0時30分開場）
●場所／イオンモール京都桂川3階 イオンホール
　※�専用の駐車場はありません。イオンモール京都桂川の駐車場を利用する場合は通常の駐車料金がかかります。
●講師／住田裕子さん（弁護士）
●定員／200人
●�優先入場券／11月８日（金）から各地区公民館・コミセン、図書館、女性活躍センターあすも
あ、広聴協働課（市役所本館2階）、東向日別館（３階案内係）で配布します。また、向日市まつ
り会場内 いきいきフォーラムコーナー（京都向日町競輪場）での配布も予定しております。
この入場券で、午後0時50分まで優先して入場いただけます。

　※無料、１人２枚まで
●保育／1歳～就学前、定員8人。11月22日（金）までに広聴協働課へお申込みください。
　※手話通訳・要約筆記があります。
●同時開催／人権パネル展、パープルリボン展
●主催／向日市、女と男のいきいきフォーラム実行委員会、山城人権ネットワーク推進協議会

㉄広聴協働課（内線291）

女
ひと

と男
ひと

のいきいきフォーラム�  
女

ひ と
男の生き方を考える～あしたの自律のために～

向日市ふるさと検定
       連携事業

ふ
る
さ
と

魅
力
発
見

講師／住田裕子さん

昨年度のパープルリボン作品

講師／田中暖子さん

向日市女性活躍推進事業
が始まりますハッピーキャリアプロジェクト

ご利用ください女性活躍センター「あすもあ」～12月はお試し利用月間です！～
　がんばりたい皆さまを応援するために、昨年7月にオープンしました。
　見学や使用についてのご相談は随時受け付けておりますので、ぜひお越しください。
　また、12月はセンターを一度利用してみたい方々のためのお試し利用月間です。
　簡単な申込みで一度センターを利用してみませんか。詳しくはセンター受付までお問い合わせください。
　3階建てで、1階は飲食や販売のスペースとしてお使いいただけるお試しスペースとなっています。
　2階、3階には、定例会やサークル活動などにご利用いただける会議室や和室、コワーキングスペースがあります。

●開館時間／午前9時～午後9時※見学や使用の受付は午後5時まで
●休館日／毎週木曜日、祝日の翌日、12月28日～1月4日
●住所／向日市寺戸町中ノ段16番地の7　　●電話番号／963-6532

㉄広聴協働課（内線291）

向日市役所

向日町競輪場
向日消防署

向
日
町
駅

向日市
女性活躍センター

JR
京
都
線

阪
急
京
都
線

本館

地域で活動する女性をつなぐ
交流会＆フェスティバル

女性による女性のための情報発信体験

ハピキャリ編集局活動中！
ココからつながる交流会

「あすカフェ」

女性のキャリア応援イベント
「あすもあフェスティバル」

全イベント参加無料
一時保育あり

　向日市における女性活躍のさらなる推進を目指し、向日市の女性同士のネットワークを広げながら、「あすもあ」と市民
が一体となって、地域情報の収集・情報発信をします。

　女性活躍のためのコーチングカード、自分を見つけ
るカラーボトル、マナーアドバイス、おしごと応援アロ
マなど、あすもあビルをまるまる全館使って、あなたの
夢とつながり創りをサポートします。※定員50人

　自分のライフプラン具体化ワークショップや、気軽な
交流で専門家のアドバイスも得られます。※定員30人

オープニングセミナー
　経済紙面から読み解く、激動の未来に対応
できる女性のキャリアレシピ
● 講師／濱口桂さん（“Co-en”代表、中小企業診断士）

11/11（月）

令和2年 
3/14（土）

マーケティング・インスタ講座＆
スマホの撮り方講座

　SNSなどの情報の発信方法やマーケティングの基
本、インスタグラムの使い方をお伝えします。
●�講師／高橋好美さん（Webコンサルタント、パソコン
講師）、青山智圭子さん（笑顔プロフィール写真家）

11/28（木）

Webライティング講座

　文章起こし、解りやすいWeb文章作成、目をひく写
真撮影のコツを学びます。楽しみながら、地域情報を
「あすもあ」からWeb発信。（12：00～ランチ交流会）
●講師／竹田扶美可さん（株式会社エスママ 代表取締役)

12/10（火）

メディアにアプローチ！
プレスリリースを作ってみよう！

　広報の基本を知り、プレスリリースを作り、PRの実践
体験をします。
●�講師／森令子さん（フリーランスPR・ビジネスライ
ター）

令和2年 
1/21（火）

インフルエンサー体験

発信力を身につけよう！

▲お試しスペース ▲大会議室 ▲和室 ▲�コワーキングスペース

□いずれも□
●時間／午前10時～正午
●�申込み／一般社団法人こらぼ
さろん☎090-9703-8157、
megami.collabo@gmail.

com、QRコードより
お申込みください。
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「お元気ですか」
問障がい者支援課（内線340、 932-0800）

①�「元気」の手話	�
両手を2回上下に
強く動かす。

②�「～ですか？」の
手話

つ ながる手 話
チャレンジ

　手話言語条例の施行に伴い、
市民の皆さまに取り組んでい
ただける手話を紹介します。

　
児
童
虐
待
は
、子
ど
も
の
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、心
に
も
深
い
傷
を
残

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
で
、発
生
予

防
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
周
り
に「
気
に
な
る
子
ど
も
」

は
い
ま
せ
ん
か
？　
「
も
し
か
し
て
虐
待
で

は
？
」と
感
じ
た
時
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●�
連
絡
先
／
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
☎
1いち
は
や
く

8
9
、京
都
府
家
庭
支
援
総
合

セ
ン
タ
ー
☎
5
3
1-

9
6
0
0
、京
都

府
向
日
町
警
察
署
少
年
係
☎
9
2
1-

0
1
1
0
、向
日
市
家
庭
児
童
相
談
室
☎

9
3
3-

1
1
9
9
、向
日
市
子
育
て
支

援
課（
内
線
3
6
0
）

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
京
都
地
方
法
務
局
、京
都
府
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、女
性
を
巡
る
家
庭
内（
夫
婦
、親

子
、結
婚
、離
婚
、扶
養
、パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
な
ど
）、職
場
内（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
）の
悩
み
ご
と
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
に
つ
い
て
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護

委
員
が
秘
密
厳
守
で
電
話
や
面
接
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す（
通
話
料
は
か
か
り

ま
す
）。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

電
話
相
談
日
時
／
11
月
18
日（
月
）～
22
日

（
金
）午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

　

�

23
日（
祝
）、24
日（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後

5
時

●�

面
接
相
談
日
時
／
11
月
18
日（
月
）～
22
日

（
金
）午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

●�

相
談
場
所
／
京
都
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課（
京
都
市
上
京
区
）

㉄�

京
都
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

�

☎
0
5
7
0-

0
7
0-

8
1
0（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル 

全
国
共
通
）

11
月
18
日（
月
）～
24
日（
日
）は

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
1
8
9（
い
ち
は
や
く
）

ち
い
さ
な
命
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
待
っ
た
な
し

（
令
和
元
年
度「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」標
語
）

　
毎
年
11
月
１
日
か
ら
7
日
ま
で
は
、文
化
財

保
護
強
調
週
間
で
す
。期
間
中
、全
国
的
に
文

化
財
に
関
す
る
諸
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

広
く
国
民
に
文
化
財
に
関
す
る
理
解
と
関
心

を
深
め
て
も
ら
い
、文
化
財
保
護
へ
の
一
層
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
目
的
で
す
。こ
の
週
間
を

契
機
と
し
て
、一
人
一
人
が
文
化
財
を
国
民
共

有
の
貴
重
な
財
産
と
し
て
愛
護
す
る
よ
う
、ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄
文
化
財
調
査
事
務
所 

☎
9
3
1-

9
9
0
1

　
11
月
5
日
か
ら
、住
民
票
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
へ
旧
氏（
旧
姓
）を
併
記
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、婚
姻
な
ど
で

氏
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、市
に
申
請

す
る
こ
と
で
、従
来
称
し
て
き
た
氏
を
住
民

票
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
に
記
載
し
、

公
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※�

旧
氏
と
は
、そ
の
人
の
過
去
の
戸
籍
上
の
氏

の
こ
と
で
す
。氏
は
そ
の
人
に
係
る
戸
籍
ま

た
は
除
か
れ
た
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

㉄
市
民
課（
内
線
２
１
３
）

住
民
票
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
に
旧
氏（
旧

姓
）が
併
記
で
き
ま
す

■�

特
定
健
康
診
査
、長
寿（
後
期
高
齢
者
）健

康
診
査
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　
健
康
診
査
は
毎
年
受
け
て
い
ま
す
か
。結
果

は
い
か
が
で
し
た
か
。健
診
結
果
は
、血
管
の

老
化
な
ど
気
付
か
な
い
う
ち
に
起
こ
っ
て
い

る
身
体
の
変
化
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。今
年
だ

け
で
は
な
く
、去
年
と
比
べ
て
良
く
な
っ
て
い

る
か
、数
値
が
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
か
を

見
て
い
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　
治
療
を
受
け
る
ほ
ど
で
は
な
い
か
ら
と
安

心
す
る
の
で
は
な
く
、健
診
結
果
を
見
な
が

ら
、日
々
の
生
活
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
、保
健

師
、管
理
栄
養
士
が
応
援
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
な
ど
の
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ

た
方
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時

　
○�

11
月
25
日（
月
）、12
月
4
日（
水
）午
後

１
時
15
分
、2
時
、2
時
45
分

　
○�

12
月
20
日（
金
）午
前
9
時
15
分
、10
時
、

10
時
45
分

※�

詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
年
間
予
定
表
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

●�

持
ち
物
／
令
和
元
年
度
特
定
健
診
な
ど
の

健
康
診
査
結
果
通
知
表

●�

申
込
み
／
電
話
で
、健
康
推
進
課（
内
線

3
3
6
、3
3
3
、3
3
9
）へ
。定
員（
各

日
12
人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

健
康
診
査
結
果
相
談
会

（
個
別
相
談
）

証
明
書
、戸
籍
の
附
票
の
写
し

●
通
知
の
内
容

　
証
明
書
の
交
付
年
月
日
、交
付
証
明
書

の
種
別
と
枚
数
、交
付
請
求
者
の
種
別（
代

理
人
ま
た
は
第
三
者
）

※
請
求
者
の
氏
名
や
住
所
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

●
通
知
対
象
と
な
る
請
求

　
○�

本
人
の
代
理
人（
委
任
状
に
よ
る
）か
ら

の
請
求

　
○�

本
人
以
外
の
第
三
者
か
ら
の
請
求

●
通
知
対
象
と
な
ら
な
い
請
求

　
○�

登
録
し
た
本
人
、同
一
世
帯
員
か
ら
の

住
民
票
の
写
し
の
請
求

　
○�

登
録
し
た
本
人
、同
一
戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
人
、配
偶
者
、直
系
尊
属
・
卑

属
か
ら
の
戸
籍
関
係
証
明
の
請
求

　
○�

国
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
公
用
請
求

　
○�

裁
判
、訴
訟
、紛
争
処
理
手
続
き
な
ど
代

理
業
務
を
理
由
と
し
た
請
求

㉄
市
民
課（
内
線
2
1
3
）

●
登
録
で
き
る
方

　
○�

向
日
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
し
て
い
た
方

　
○�

向
日
市
に
戸
籍
が
あ
る
方
、ま
た
は

あ
っ
た
方

●
登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
①
登
録
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）、②
本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、顔
写
真
入
り
の
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
）、③
法
定
代
理

人
の
場
合
は
そ
の
資
格
を
証
明
す
る
書
類
、

④
法
定
代
理
人
以
外
の
場
合
は
委
任
状
と

認
印
※
郵
送
に
よ
る
申
請
の
場
合
は
①
の

原
本
②
、③（
該
当
す
る
場
合
）の
写
し
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
受
付
／
市
民
課

●
通
知
対
象
と
な
る
証
明
書
の
種
類

　
住
民
票
の
写
し
、住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
、戸
籍
謄
本
・
抄
本
、戸
籍
記
載
事
項

　
向
日
市
に
住
民
登
録
や
本
籍
の
あ
る
人
が
事
前
に
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、

代
理
人
や
第
三
者
に
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
に
、そ
の
事
実
を

通
知
す
る
制
度
で
す
。戸
籍
謄
本
や
住
民
票
が
不
正
に
取
得
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が

全
国
で
相
次
い
で
発
生
し
た
た
め
、個
人
情
報
の
不
正
取
得
や
人
権
侵
害
を
防

止
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。証
明
書
を
第
三
者
に
交
付
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、申
込
者
と
同
一
世
帯
ま
た
は
同
一
戸
籍
の
人
で
あ
れ
ば
、登
録
し
よ

う
と
す
る
人
が
自
署
す
る
こ
と
で
１
枚
の
申
請
書
で
申
込
者
全
員
の
一
括
登
録
が
で
き
ま
す
。

不
正
取
得
・
不
正
請
求
に
ご
用
心

事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度

不正取得

不正請求

文
化
財
保
護
強
調
週
間

�

～
11
月
１
日
か
ら
～

　
清
掃
活
動
を
通
じ
、市
民
、事
業
者
、行
政

が
一
体
と
な
っ
て
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、「
ご
み
ゼ
ロ
・
向
日
市
一
斉
ク

リ
ー
ン
作
戦
」を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
24
日（
日
）午
前
8
時
～
10
時

の
間
で
、お
お
む
ね
1
時
間

●�
場
所

　
○�
市
民
の
皆
さ
ま
／
各
町
内
会
な
ど
の
地

域
の
道
路
、公
園
な
ど
公
共
の
場
所

　
○�

各
種
団
体
の
皆
さ
ま
／
活
動
し
て
い
る

拠
点
を
中
心
に
学
校
、広
場
、駅
な
ど

　
○�

事
業
所
の
皆
さ
ま
／
周
辺
の
道
路
な
ど

●�

申
込
み
／
電
話
で
環
境
政
策
課（
内
線

2
2
6
）へ
。参
加
団
体
な
ど
に
は
、ご
み
袋
、

泥
回
収
袋
、軍
手
を
配
布
し
ま
す
。

ご
み
ゼ
ロ
・
向
日
市	�

一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦

向日市ふるさと検定
       連携事業

ふ
る
さ
と

魅
力
発
見
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ふるさと向日市創生計画 平成30年度進捗状況
　本計画は、今後本市が進むべき方向性を示し、それを実現する
ため、新たにチャレンジする施策や拡充する施策を盛り込んで
います。
　このたび、本計画の平成30年度進捗状況をとりまとめました
ので、お知らせします。
　本資料は、市ホームページと情報公開コーナー（市役所本館１
階）で閲覧していただけます。

㉄企画広報課（内線277）

長
）小
畑
亜
由
美

※�

カ
ッ
コ
内
は
異
動
前
の
職
名
、所
属
な
ど

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

㉄
人
事
課（
内
線
５
１
７
）

■
副
部
長
級

○
環
境
経
済
部
副
部
長
兼
税
務
課
長（
教
育

部
副
部
長
兼
学
校
教
育
課
長
兼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
）松
下
幸
司
○
市
民
サ
ー
ビ
ス

部
副
部
長
兼
市
民
課
長（
市
民
サ
ー
ビ
ス
部

副
部
長
兼
高
齢
介
護
課
長
）川
本
進

■
主
席
課
長
級

○
総
務
部
主
席
課
長
兼
総
務
課
長
兼
市
民
会

館
長（
総
務
課
長
兼
市
民
会
館
長
）中
埜
博
之

○
上
下
水
道
部
主
席
課
長
兼
営
業
課
長（
営

業
課
長
）小
池
明

■
課
長
級

○
秘
書
課
長（
広
聴
協
働
課
長
）田
口
慎
也
○

広
聴
協
働
課
長（
地
域
福
祉
課
長
）小
畑
由
美

子
○
産
業
振
興
課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

所
長（
医
療
保
険
課
長
）大
野
正
美
○
地
域
福

祉
課
長（
産
業
振
興
課
長
兼
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
所
長
）紺
野
信
介
○
高
齢
介
護
課
長（
市

民
課
長
）小
畑
受
一
○
医
療
保
険
課
長（
税
務

課
長
）安
田
知
之
○
学
校
教
育
課
長
兼
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長（
秘
書
課
長
）松
石
善
輝

○
議
会
事
務
局
次
長（
生
涯
学
習
課
担
当
課

　
さ
ら
な
る「
ふ
る
さ
と
向
日
市
」の
発
展
の
た
め
、管
理
職
を
中
心
に
異
動
を
行

い
、人
心
一
新
、新
た
な
発
想
で
今
ま
で
以
上
に
し
な
や
か
な
対
応
と
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
執
行
体
制
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、職
員
の
意
欲
や
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、新
た
な
役
職
を
追
加
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
10
月
1
日
付
け�

�

向
日
市
人
事
異
動（
課
長
級
以
上
）

第4回向日市ふるさと検定実施　申込みは11月29日（金）まで！
区　分 初　級 中　級 上　級
開催日 令和2年1月19日（日）
会　場 ○�イオンモール京都桂川3階 イオンホール（京都市南区久世高田町376番1）

○�京都西山高等学校多目的ホール（寺戸町西野辺25番）

受検資格
向日市に愛着・関心のある方はど
なたでも（年齢・性別・国籍など
不問）

「向日市ふるさと検定」初級に合
格された方のみ

「向日市ふるさと検定」中級に合
格された方のみ

申込み 〇市役所本館 1階会計課、2階企画広報課　〇東向日別館 3階市民課
※詳しくは「向日市ふるさと検定実施要項」でご確認ください。

「向日市ふるさと検定」
忘れずにお申込みください

㉄企画広報課（内線241）

締め切り間近!
　「第4回向日市ふるさと検定」の申込み期間は11月29日（金）午後5時までです（郵送の場合は当日の消印有効）。
　「受けてみようかな」「受けたいけど難しいかな」と思われている方も、まずはテキストや下のおためし問題を参考
に、ぜひチャレンジしてください。※おためし問題は、過去の出題問題やその一部を改変したものです。
　また、初級、中級、上級のそれぞれを合格された方も、再度同じ区分の受検が可能です。
　学習の成果をぜひ試してみてください。

- 初級編-

Ｑ. �JR向日町駅は①～⑤のうちどれか？

- 上級編 -

Ｑ. �明治以前の向日市域は、江戸時代の初頭に形成された町
場である「向日町」と物集女、寺戸、鶏冠井、（Ａ）、西土川、
白井の6つの村からなっていました。その後、明治7年
（1874年）に西土川、白井の2つの村が合併し、（Ｂ）村と
なりました。（Ａ）、（Ｂ）に入るものは次のうちどれか？

　①（Ａ）森本　　（Ｂ）上植野　　②（Ａ）森本　　（Ｂ）羽束師
　③（Ａ）上植野　（Ｂ）森本　　　④（Ａ）上植野　（Ｂ）羽束師
　⑤（Ａ）羽束師　（Ｂ）上植野

- 中級編 -

Ｑ. �次の写真は市の特産品である（　）を栽
培している写真である。（　）に入るもの
は次のうちどれか？

①　懸
けん
がい菊

②　茶葉　
③　ツバキ
④　竹　
⑤　かぼちゃ

おためし問題の答え　初級編 A.③　中級編 A.①　上級編 A.③

向日市まつりでも「向日市ふるさと検定」おためし問題に
チャレンジできます！テキストも販売予定！

JR東海道本線（JR京都線）

大阪方面
⑤④③②①京

都
駅

申込みも
できるよ

おためし問題に
チャレンジ

ス
ポ
ー
ツ

　
「
秋
」と
言
え
ば
も
ち
ろ
ん「
食
欲
」で

す
が（
笑
）、私
に
と
っ
て
今
年
の
秋
は

「
ス
ポ
ー
ツ
」で
す
！

　
9
月
の
は
じ
め
に
は
職
員
と
と
も
に

結
成
し
た
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

チ
ー
ム
で
、京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

主
催
の「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
交
流
大
会
」に

出
場
し
、何
と
優
勝
！　
限
ら
れ
た
時
間

の
中
、皆
で
練
習
し
、ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ま

で
揃
え
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、初
め
て
日
本
で
開
催
さ
れ

た「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」。　

私
も
高
校
生
の
時
に
部
活
で
ラ
グ
ビ
ー

を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、期
待
ど
お
り
、

い
や
期
待
以
上
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
の

大
活
躍
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
私
が
高
校
生
だ
っ
た
当
時
は
、体
格
が

全
く
違
う
外
国
の
チ
ー
ム
に
勝
つ
こ
と

は
夢
の
ま
た
夢
で
し
た
が
、昨
今
で
は
選

手
の
体
格
が
良
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、何
よ
り
も
厳
し
い
練
習
を

繰
り
返
す
中
で
、チ
ー
ム
の
中
で
の
自
分

の
役
割
を
し
っ
か
り
と
認
識
す
る
と
と

も
に
、「
絶
対
に
勝
つ
ん
だ
、勝
て
る
ん

だ
」と
い
う
選
手
全
員
の
熱
い
思
い
が
、

今
回
の
勝
利
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の「
自
分
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
認

識
す
る
」こ
と
や
、「
全
員
が
同
じ
思
い

を
持
つ
」こ
と
は
、実
は
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
、建
物
や
道
路
と
い
っ

た
ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で
な
く
、歴
史
文
化

な
ど
の
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む

と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
よ
っ
て

さ
ら
に
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、防
災
・
防
犯
活
動

を
は
じ
め
、福
祉
や
教
育
な
ど
、そ
の
他

様
々
な
分
野
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
活
動
や
、消
防
団
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、さ

ら
に
は
自
治
会
や
P
T
A
な
ど
、様
々
な
場

面
で
市
政
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、今
後
も
災
害
時
の
支
援
な
ど

を
含
め
、市
民
の
皆
さ
ま
と
私
た
ち
行
政
が

“
同
じ
思
い
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し

な
が
ら
”、正
に
ラ
グ
ビ
ー
の
よ
う
に
し
っ

か
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
向
日
市
長

市 長
コラム
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●�

日
時
／
11
月
17
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

3
時

●�

場
所
／
向
日
市
ま
つ
り
会
場
内 

相
談
・

展
示
コ
ー
ナ
ー（
京
都
向
日
町
競
輪
場
）

●
ご
寄
付
い
た
だ
き
た
い
食
品（
例
）

　
○
穀
類（
お
米
・
乾
麺
類
・
小
麦
な
ど
）

　
○�

保
存
食
品（
缶
詰
・
瓶
詰
・
カ
ッ
プ
麺

な
ど
）

　
○�

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、レ
ト
ル
ト
食
品

な
ど

　
○�

飲
料（
ジ
ュ
ー
ス
、コ
ー
ヒ
ー
、お
茶

な
ど
）

　
○�

調
味
料（
し
ょ
う
ゆ
、食
料
油
、み
そ
、麺

つ
ゆ
な
ど
）

　
○�

粉
ミ
ル
ク
、離
乳
食
、の
り
、お
茶
漬
け

な
ど

●�

次
の
商
品
は
お
引
き
取
り
で
き
ま
せ
ん

　
○
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
食
品

　
○
賞
味
期
限
が
切
れ
て
い
る
食
品

　
防
災
安
全
課
が
事
務
局
を
担
う
関
係
団
体

の
会
計
処
理
等
に
つ
き
ま
し
て
、担
当
職
員

が
行
っ
た
行
為
は
、法
令
の
遵
守
義
務
違
反

（
地
方
公
務
員
法
第
33
条 

信
用
失
墜
行
為
の

禁
止
）及
び
全
体
の
奉
仕
者
た
る
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
非
行（
公
金
紛
失
、公
文
書
偽
造
、

虚
偽
報
告
）で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、担
当
職
員

に
対
し
て
、地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、懲
戒

処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、担
当
職
員
の
上
司
に
対
し
て
は
、管

理
監
督
責
任
が
不
適
正
で
あ
っ
た
と
し
て
、

懲
戒
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

●
被
処
分
者
及
び
処
分
内
容

　
〇
環
境
経
済
部
防
災
安
全
課
主
査

　
　
　
停
職　
6
か
月

　
〇
環
境
経
済
部
防
災
安
全
課
長

　
　
　
減
給
10
分
の
1　
1
か
月

　
〇
環
境
経
済
部
長

　
　
　
戒
告

●
処
分
年
月
日
／
令
和
元
年
9
月
30
日

㉄
人
事
課（
内
線
５
１
9
）

令和元年度全国統一防火標語
　「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」

住宅防火 いのちを守る 7つのポイント
■ 3つの習慣
①寝たばこは、絶対にやめる
②�ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用
する
③�ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
■ 4つの対策
①�逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
②�寝具、衣類やカーテンからの火災を防ぐために、防
炎品を使用する
③�火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器など
を設置する
④�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる

令和元年全国山火事予防運動統一標語
　「忘れない 豊かな森と 火の怖さ」

防ごう山火事
　山火事を防ぐために、次の事
項に注意しましょう。
①�枯れ草などのある場所では
火災が起こりやすいので、た
き火をしない
②�たき火の場所を離れるときは完全に消火する
③�強風時や乾燥時には、たき火などを控える
④�たばこの吸い殻は必ず消すとともに、投げ捨てない
⑤�子どもに火遊びをさせない
※�たき火など「火災と紛らわしい煙または火炎を発す
るおそれのある行為」をするときは、前日までに所
轄消防署に届けてください。

秋季火災予防運動・山火事予防運動

11月9日は「119番の日」
　昨年1年間に乙訓消防組合が火災や救急で通報を受信したのは、7,241件でした。
そのうち119番通報は6,693件でした。
　火災現場に居合わせたとき、家族の急病のときは、誰でも慌てて一方的に話しがちになります。それでは、消
防に正確に伝えられず、消防車、救急車の到着が遅くなることがあります。
　まず消防が知りたい情報は、次の4つです。
○火事なのか救急なのか
○住所（消防車や救急車が行く場所）
○今の状況（救急なら症状）
○通報されている方のお名前と電話番号

㉄乙訓消防組合 向日消防署・向日市消防団（☎934-0119、  922-1190）

職
員
の	�

懲
戒
処
分
等
に
つ
い
て

11月9日（土）～15日（金）

　
○
常
温
で
保
存
が
で
き
な
い
食
品

　
○
開
封
さ
れ
て
い
る
食
品

　
○�

ア
ル
コ
ー
ル（
み
り
ん
、料
理
酒
は
除
く
）

●
注
意
事
項

　
受
け
取
り
の
際
に
、種
類
や
条
件
な
ど
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、お
持
ち
い
た
だ
い
た
食
品
の
種
類

に
よ
っ
て
は
、引
き
取
り
は
せ
ず
、お
持
ち
帰

り
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

㉄
地
域
福
祉
課（
内
線
3
0
2
）

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、生
活
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
の
支
援
や
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
目
的
に

ご
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
り
、そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
に
寄
付
す

る
活
動
で
す
。

　
向
日
市
ま
つ
り
で
寄
付
い
た
だ
い
た
食
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、生
活
に
お
困
り
の
方
に
緊
急
的

な
食
料
を
支
援
し
て
い
る「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
京
都
」に
提
供
し
ま
す
。

　
な
お
、当
日
お
持
ち
い
た
だ
く
食
品
に
は
い
く
つ
か
の
決
ま
り
ご
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、内
容

を
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。少
量
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」か
ら「
あ
り
が
と
う
」へ

 
向
日
市
ま
つ
り
で 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
男
子
／
山
縄
手
ク
ラ
ブ

　
シ
ニ
ア
女
子
／
向
日
リ
バ
テ
ィ

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
男
子
／
森
貞
三

　
女
子
／
杉
本
雅
子

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

�

男
子
A
級
／
池
田
健
吾
・
小
川
昌
太

　
男
子
B
級
／
大
橋
敬
一
・
安
藤
真
人

　
男
子
C
級
／
上
田
和
彦
・
大
島
清
子

　
女
子
A
B
級
／
森
川
雅
子
・
西
村
陽
早

　
女
子
C
級
／
山
本
美
貴
・
入
江
紗
妃

　
女
子
初
級
／
岡
本
裕
子
・
斉
藤
優
子

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
男
子
／
ピ
ス
タ
チ
オ

　
女
子
／
Ｆ
ｏ
ｏ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ

■
テ
ニ
ス

　
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
明
是
皓
介

　
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
／
染
宮
柊
斗

　
�

一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
／
藤
井
孝
彦
・
北
中

大
輔

　
�

壮
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
／
村
井
幸
暢
・
玉
田
修

　

�
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
／
林
田
真
由
美
・
吉

田
ゆ
か
り

　

�

壮
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス
／
内
田
万
紀
・
木
村

真
裕
美

　

�

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
／
山
岸
敬
弘
・
池
井

幸
代 第

38
回 

向
日
市
民
総
合
体
育
大
会

各
競
技
の
優
勝
者
・
チ
ー
ム（
敬
称
略
）

■
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
団
体
戦
／
串
・
築
坂
・
松
本

　
個
人
戦
／
大
西
愛
子

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
森
本
Ｂ

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
一
般
男
子
／
福
永
剛
・
木
村
穂
高

　
一
般
女
子
／
福
永
文
恵
・
中
村
美
奈
子

　
シ
ニ
ア
／
合
木
義
治
・
池
邉
輝
昌

　
中
学
生
男
子
／
中
村
賢
哉
・
佐
野
生
季

　
中
学
生
女
子
／
西
山
奈
々
未
・
杉
本
桃
子

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
男
子
／
右
手
オ
ン
リ
ー

　
女
子
／
野
生
の
王
国

■
卓
球

　
団
体
戦
／
上
植
野

　
個
人
戦 

男
子
一
般
／
三
好
陽
太

　
男
子
50
歳
以
上
／
高
岸
好
男

　
男
子
60
歳
以
上
／
中
武
治
光

　
男
子
70
歳
以
上
／
佐
々
木
正
明

　
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
／
今
井
悠
暉

　
個
人
戦 

女
子
／
山
本
怜
子

　
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
／
岩
見
咲
幸

問�

公
益
財
団
法
人 

向
日
市
ス
ポ
ー
ツ
文

化
協
会（
市
民
体
育
館
内
、☎
9
3
2-

5
0
1
1
）
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会（
約
30
分
）を
開
催
し
ま
す
。

㉄�

右
京
税
務
署 

法
人
課
税
第
5
部
門�

�

☎
3
1
1-

4
9
5
0

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」	

	

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」ご
利
用
を

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、厚
生
労
働
省
と
協

力
し
て
、毎
年
11
月
を「
ね
ん
き
ん
月
間
」と

位
置
付
け
、年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、11
月
30
日（
い
い
み

ら
い
）は
、ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
受
給

見
込
み
額
を
確
認
し
、未
来
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
く「
年
金
の
日
」と

な
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
う
え
、将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い

て
、ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま

な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。ご
利
用
方
法
は
、日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

●
定
員
／
1
日
約
1
0
0
人 

●�

自
己
負
担
金
／
6
0
0
円（
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
）

□
い
ず
れ
も
□

●
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー 

※�

検
診
所
要
時
間
は
、予
約
時
間
か
ら
約
1

時
間
～
1
時
間
30
分
で
す
。

●�

申
込
み
／
11
月
8
日（
金
）ま
で
に
、直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
推
進
課（
内
線

3
3
3
、3
3
9
）へ
。保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

骨
髄
移
植
な
ど
の
医
療
行
為
に
係
る	

任
意
予
防
接
種
費
用
助
成
に
つ
い
て

　
骨
髄
移
植
な
ど
の
医
療
行
為
に
よ
り
、接

種
済
み
の
定
期
予
防
接
種
の
予
防
効
果
が
期

待
で
き
な
い（
免
疫
が
消
失
し
た
な
ど
）と
医

師
に
判
断
さ
れ
た
方
の
予
防
接
種
再
接
種
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

●�

対
象
／
骨
髄
移
植
な
ど
の
医
療
行
為
に
よ

り
、接
種
済
み
の
定
期
予
防
接
種
の
予
防

効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
医
師
に
判
断
さ

れ
て
い
る
予
防
接
種
を
平
成
31
年
4
月
1

日
以
降
に
再
接
種
し
た
方
。た
だ
し
、予
防

接
種
を
受
け
た
日
に
お
い
て
、20
歳
未
満

で
向
日
市
に
住
民
票
を
有
し
て
い
る
方
。

※�

申
請
に
は
医
師
の
意
見
書
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
。ま
た
、接
種
日
か
ら
1
年
内
に

申
請
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
健
康
推
進

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㉄�

健
康
推
進
課（
内
線
3
5
7
）

医
療
費
負
担
を
軽
減
し
ま
す	

	

老
人（
65
歳
以
上
70
歳
未
満
）・
ひ
と

り
親
・
障
が
い
者
・
重
度
心
身
障
が
い

老
人
の
方

　
老
人（
2
割
ま
た
は
3
割
負
担
）・
ひ
と
り

親
・
障
が
い
者（
自
己
負
担
を
公
費
で
助
成
）

の
福
祉
医
療
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　
い
ず
れ
も
本
人
、配
偶
者
、扶
養
義
務
者
に

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
に
は
健
康
保
険
証
、印
鑑
、身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳（
お
持
ち
の
方
の

み
）な
ど
が
必
要
で
す
。詳
細
は
、医
療
保
険

課 

福
祉
医
療
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

老
人
医
療
／
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
で
、

　
①�

所
得
税
非
課
税
世
帯（
世
帯
員
全
員
が

非
課
税
）の
方

　
②�

生
年
月
日
が
昭
和
25
年
8
月
1
日
以
前

で「
1
人
暮
ら
し
」ま
た
は「
老
人
世
帯

（
60
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
）」の
方

●�

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
／
令
和
2
年
3
月
31

日
現
在
で
、18
歳（
高
校
卒
業
）ま
で
の
ひ

と
り
親
家
庭
の
児
童
と
そ
の
親

●�

障
が
い
者
医
療
／
65
歳
未
満
の
方
、65
歳

以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で

な
い
方
で
、

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
2
級
の
方

　
②�

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
で
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方

　
③
療
育
手
帳
A
判
定
の
方

　
④�

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
I
Q（
D	

Q
）が
35
以
下
の
方

　
⑤�

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
を
持
ち
、療
育

手
帳
I
Q（
D
Q
）が
50
以
下
の
判
定
を

受
け
た
方（
重
複
障
が
い
）

●�

重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
／
65
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
で
、

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
2
級
の
方

　
②�

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
で
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方

　
③
療
育
手
帳
A
判
定
の
方

　
④�

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
I
Q（
D	

Q
）が
35
以
下
の
方

　
⑤�

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
を
持
ち
、療
育

手
帳
I
Q（
D
Q
）が
50
以
下
の
判
定
を

受
け
た
方（
重
複
障
が
い
）

㉄�

医
療
保
険
課 

福
祉
医
療
係		



（
内
線
3
3
4
、3
4
2
）

11
月
11
日（
い
い
日
、い
い
日
）は		

「
介
護
の
日
」

　
ひ
と
り
で
頑
張
ら
な
い
で
、家
族
で
抱
え

込
ま
な
い
で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

介
護
施
設
見
学
会
、相
談
会（
介
護
・
認
知

症
介
護
・
介
護
就
職
）

●�

日
時
／
11
月
11
日（
月
）午
前
10
時
～
午
後

3
時

●�

場
所
／
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
6
事

業
所

　
○�

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
向
陽

苑
21 

小
規
模
ケ
ア
ハ
ウ
ス
向
陽
苑
21

（
上
植
野
町
五
ノ
坪
、☎
9
2
1-

0	

0
2
6
）

　
○�

せ
ん
し
ゅ
ん
か
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
花
車（
寺
戸
町
北
前
田
、☎
9

2
4-

5
1
2
3
）

　
○�
キ
ャ
ビ
ッ
ク
ケ
ア
ホ
ー
ム
す
ぃ
ー
と
ハ

ン
ズ
向
日（
上
植
野
町
下
川
原
、☎
9

2
5-

1
2
6
7
）

　
○�

キ
ャ
ビ
ッ
ク
ケ
ア
ホ
ー
ム
す
ぃ
ー
と
ハ

ン
ズ
物
集
女（
物
集
女
町
五
ノ
坪
、☎
9

2
1-

6
2
1
1
）

　
○�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
て
ら
ど（
寺
戸
町
初

田
、☎
9
2
4-

3
3
1
0
）

　
○�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
い
で（
鶏
冠
井
町

秡
所
、☎
9
3
5-

8
0
8
0
）

　
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

㉄
高
齢
介
護
課（
内
線
3
2
3
）

認
知
症
家
族
交
流
会

　
介
護
者
の
悩
み
の
解
決
と
精
神
的
介
護
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
交
流
会
を

行
い
ま
す
。喫
茶
店
で
行
い
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
14
日（
木
）午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

●�

場
所
／
和
の
喫
茶
縁
か
い
な（
寺
戸
町
殿
長
）

●
内
容
／
参
加
者
同
士
の
交
流
・
意
見
交
換

●�

申
込
み
／
電
話
で
向
日
市
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
9
3
2-

1
9
9
0
、土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

へ
。定
員（
15
人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

聴
こ
え
の
相
談
会

　
「
補
聴
器
を
使
っ
て
い
る
の
に
よ
く
聞
こ

え
な
い
」「
最
近
、聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
」

税
・
年
金
・
保
険

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の�

	

廃
車
・
名
義
変
更
は
お
早
め
に

　
原
動
機
付
自
転

車
、軽
四
輪（
三
輪
）

自
動
車
な
ど
に
つ

い
て
、廃
車
・
譲
渡
な
ど
で
所
有
さ
れ
て
い

な
い
方
や
、所
有
者
が
変
わ
っ
て
い
る
の
に

ま
だ
名
義
変
更
さ
れ
て
い
な
い
方
、転
出
さ

れ
た
方
は
、必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
と
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
、お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。詳
し
く
は
各
手
続
き
先
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●�

お
問
い
合
わ
せ

　
○�

1
2
5
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
、小
型
特
殊
自

動
車
は
、税
務
課（
内
線
2
2
3
）へ
。

　
○�

軽
四
輪（
三
輪
）自
動
車
は
、軽
自
動
車

検
査
協
会 

京
都
事
務
所（
☎
0
5
0ｰ

3
8
1
6-

1
8
4
4
）へ
。

　
○�

1
2
5
㏄
超
の
バ
イ
ク
は
、京
都
運
輸

支
局（
☎
0
5
0-

5
5
4
0-

2
	0	

6
1
）へ
。

年
末
調
整
説
明
会

　
右
京
税
務
署
で
は
、給
与
の
支
払
い
を
し

て
い
る
方
の
た
め
に
、年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

　
①�

11
月
25
日（
月
）午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分
、京
都
市
右
京
ふ
れ
あ
い
文
化
会

館（
京
都
市
右
京
区
太
秦
）

　
②�

11
月
26
日（
火
）午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分
、長
岡
京
市
中
央
公
民
館（
長
岡
京

市
天
神
）

●�

持
ち
物
／
事
前
に
送
付
す
る「
年
末
調
整

の
し
か
た
」の
封
筒
一
式

※�

各
会
場
へ
は
電
車
、バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。年
末
調
整

説
明
会
に
引
き
続
き
、消
費
税
軽
減
税
率

制
度
の
概
要
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
説
明

ム
ペ
ー
ジ（

https://w
w
w
.nenkin.

go.jp/

）で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、京
都
西
年

金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㉄�

京
都
西
年
金
事
務
所	

�

☎
3
2
3-

1
1
7
0

福
祉
・
健
康

申
込
み
は
お
済
み
で
す
か	

	

胃
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
11
月
実
施
分
は	

11
月
8
日
ま
で

■
胃
が
ん
検
診

●�

日
程
／
11
月
22
日（
金
）、27
日（
水
）

●�

時
間
／
午
前
8
時
45
分
、9
時
15
分
、9
時

45
分
、10
時
15
分
、10
時
45
分
、11
時
15
分
、

午
後
1
時
15
分
、1
時
45
分
、2
時
15
分

●�

対
象
／
満
40
歳
以
上
の
市
民

●�

検
診
内
容
／
胃
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査（
バ

リ
ウ
ム
を
飲
み
ま
す
）

●
定
員
／
1
日
約
70
人
～
1
5
0
人

●�

自
己
負
担
金
／
4
0
0
円（
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
）

■
乳
が
ん
検
診

●�

日
程
／
11
月
19
日（
火
）

●�

時
間
／
午
後
1
時
45
分
、2
時
15
分
、2
時

45
分 

●�

対
象
／
和
暦（
昭
和
、大
正
）で
奇
数
年
生

ま
れ
の
満
40
歳
以
上
の
女
性
市
民
と
無
料

ク
ー
ポ
ン
検
診
対
象
者

●�

検
診
内
容
／
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査（
乳

房
専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）

※
視
触
診
は
行
い
ま
せ
ん
。

市税などの納期限
12月2日（月）

国民健康保険料第6期

介護保険料第6期

後期高齢者医療保険料第5期

21 20

2019年00月号

●�市役所への電話でのお問い合わせ
は、☎931-1111 （代表番号）にお
掛けください。担当課におつなぎ
します。

●�市役所へのファクスは 922 -  
6587、郵便物は〒617- 8665 
向日市役所（住所不要）、電子メー
ルは info@city.muko.lg.jpに
お送りください。

※�ファクス、郵便物、電子メールに
は、市役所のどこの課（担当課
名）宛てかをお書きください。

●�参加費などの記載がないものは、
無料でご参加いただけます。

問＝お問い合わせ  HP＝ホームページアドレス
＝ファクス　 ＝電子メールアドレス

福祉・教育のサービス、
教室・文化・芸能の催しなど、
市からのお知らせを
中心に掲載しています。

市のサービス情報・催し



「
ど
ん
な
補
聴
器
を
買
っ
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
」と
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。相
談
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ご
家
族
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
27
日（
水
）午
後
2
時
～
4
時

●
場
所
／
福
祉
会
館

●�

内
容
／
聴
こ
え
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
講

演
、当
事
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、補
聴
器

視
聴
、聴
力
測
定
、便
利
グ
ッ
ズ
紹
介
な
ど

㉄�

向
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
9
3
2-

1
9
9
0

聴
覚
障
が
い
者
・
中
途
失
聴
者
・�

	

難
聴
者
の
た
め
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン�	

「
い
つ
ま
で
も　
い
き
い
き
と
」

●�

日
時
／
12
月
3
日（
火
）午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

●
場
所
／
福
祉
会
館

●�

内
容
／「
転
倒
予
防
」「
姿
勢
の
改
善
方
法
」

な
ど
を
学
ぶ

●�

講
師
／
医
療
法
人
回
生
会 

ケ
ア
セ
ン

タ
ー
回
生

●�

対
象
／
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方（
手
帳

が
な
く
て
も
参
加
可
）30
人

●�

申
込
み
／
11
月
29
日（
金
）ま
で
に
、電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、向
日
市
社
会
福
祉
協
議

会
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

9
3
2-

1
9
9
0
、
9
3
3-

4
4
2
5
、

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
）へ
。

※�

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
あ
り
ま
す
。

工
芸
教
室
参
加
者
募
集

■
ト
ン
ボ
玉（
バ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
）

●�

日
時
／
11
月
24
日（
日
）、12
月
8
日（
日
）

午
前
の
部
・
午
後
の
部

●
対
象
／
小
学
5
年
生
以
上
各
部
4
人

●
参
加
費
／
1
8
0
0
円

■
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ー
ト（
キ
ル
ン
ワ
ー
ク
）

●�

日
時
／
11
月
24
日（
日
）午
前
の
部
・
午
後

の
部

●
対
象
／
小
学
4
年
生
以
上
各
部
10
人

●
参
加
費
／
5
0
0
円

■
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー（
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
）

●�

日
時
／
12
月
8
日（
日
）午
前
の
部
・
午
後

の
部

●
対
象
／
小
学
5
年
生
以
上
各
部
6
人

●
参
加
費
／
8
0
0
円

■
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

●�

日
時
／
11
月
24
日（
日
）、12
月
8
日（
日
）

午
前
の
部
・
午
後
の
部

●
対
象
／
小
学
1
年
生
以
上
各
部
5
人

●
参
加
費
／
3
0
0
円

●�

持
ち
物
／
表
面
に
凹
凸
の
な
い
ガ
ラ
ス
製

品
3
個
程
度

※
祝
日
、振
休
を
除
く
月
～
金
曜
日
も
開
催
。

□
い
ず
れ
も
□

●
時
間

　
○
午
前
の
部　
午
前
9
時
～
11
時
30
分

　
○
午
後
の
部　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

●�

場
所
／
乙
訓
環
境
衛
生
組
合
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

●�

申
込
み
／
開
催
日
前
日
ま
で
に
、本
人

ま
た
は
そ
の
保
護
者
が
電
話
で
、乙
訓
環

境
衛
生
組
合
政
策
推
進
課（
☎
9
5
7-

第
3
回
み
ん
な
の
お
薬
ひ
ろ
ば
㏌
乙
訓

●�

日
時
／
12
月
1
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

4
時

●�

場
所
／
長
岡
京
市
産
業
文
化
会
館（
長
岡

京
市
開
田
）

●�

内
容
／
お
く
す
り
相
談
コ
ー
ナ
ー
、親
子

で
学
ぶ
薬
剤
師
体
験
、薬
草
で
作
る
ミ
ニ

ブ
ー
ケ・ミ
ニ
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
、測
定
コ
ー

ナ
ー
、薬
物
乱
用
防
止
啓
発
活
動
、京
都
管

楽
合
奏
団
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｙ 

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に

よ
る
演
奏
な
ど

問
乙
訓
薬
剤
師
会
☎
8
7
4-

1
7
9
0

出
張
が
ん
個
別
相
談

　
「
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
」「
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」な
ど
、が
ん

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す
る

出
張
相
談
を
、京
都
府
乙
訓
保
健
所
で
行
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
7
日（
木
）、12
月
5
日（
木
）

　
い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
3
時
30
分

●
場
所
／
京
都
府
乙
訓
保
健
所

●�

相
談
員
／
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

●�

申
込
み
／
実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で

に
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
1
2
0-

0
7
8-

3
9
4
）へ
。

※�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
電
話
・
対
面
相
談
を
、月
～
金
曜
日（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）の
午
前
9
時
～

正
午
、午
後
1
時
～
4
時
に
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

6
6
8
6
、月
～
金
曜
日
の
午
前
9
時
～

午
後
5
時（
11
月
4
日（
振
休
）を
除
く
））へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※�

小
学
生
は
18
歳
以
上
の
保
護
者
同
伴
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度
自
衛
官
等
募
集

●�

募
集
種
目
／
自
衛
官
候
補
生
、陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
、貸
費
学
生

●�

受
付
期
間
／
11
月
1
日（
金
）～
令
和
2
年

1
月
6
日（
月
）

※
自
衛
官
候
補
生
は
通
年
で
受
付

※�

試
験
日
な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

㉄�

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部

　
☎
8
0
3-

0
8
2
1

ス
ポ
ー
ツ

第
30
回
乙
訓
地
方
小
学
生
駅
伝
大
会

～
乙
訓
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
駅
伝
～

　
乙
訓
地
域
の
小
学
校
18
校
が
参
加
し
、大

山
崎
小
学
校
か
ら
向
日
市
民
体
育
館
ま
で
の

6
区
間
9
・
52
㎞
を
チ
ー
ム
全
員
が
力
を
合

わ
せ
、た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
30
日（
土
）午
後
1
時
45
分
～

※
小
雨
決
行

●�

主
催
／
向
日
市
教
育
委
員
会
、長
岡
京
市
教

育
委
員
会
、大
山
崎
町
教
育
委
員
会
、乙
訓
地

方
小
学
校
長
会
、乙
訓
地
方
小
学
校
体
育
連
盟

※
駅
伝
大
会
開
催
中
、交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

㉄
学
校
教
育
課（
内
線
8
1
4
）

子
育
て
・
教
育

第
17
回
向
日
市
中
学
生�

	

英
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

　
市
内
の
中
学
生
が
、日
頃
の
学
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
す
。ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
9
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

●�

場
所
／
福
祉
会
館

※�

会
場
に
は
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。お
車

で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

㉄�

学
校
教
育
課（
内
線
8
1
9
）

募 

集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー	

	

入
会
説
明
会

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、「
自
主
・
自

立
、共
働
・
共
助
」の
理
念
の
も
と
、長
年
培
っ

た
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、自
分
な
り
の
働
き

方
で
社
会
貢
献
を
し
た
い
と
考
え
る
高
齢
者

の
方
に
、就
業
の
機
会
を
確
保
、提
供
す
る
組

織
で
す
。高
齢
者
自
身
の
生
き
が
い
や
生
活
の

充
実
、地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、国
・
地
方
自
治
体
の
補
助
を
受
け

て
設
立
さ
れ
た
公
益
的
、公
共
的
な
団
体
で
す
。

●
日
時
／
11
月
16
日（
土
）、17
日（
日
）

●�

場
所
／
向
日
市
ま
つ
り
会
場（
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
、受
付
、入
会

説
明
を
し
ま
す
）

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
な
仕
事

市
民
体
育
館
の
催
し

■
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
た
め
の
講

習
会
で
す
。申
込
み
時
に
登
録
料
1
4
0
0
円

と
顔
写
真（
3
㎝
×
2
・
5
㎝
）が
必
要
で
す
。

●
日
時

　
○�

12
月
7
日（
土
）午
前
9
時
～
10
時

　
○�

12
月
11
日（
水
）午
後
1
時
30
分
～
2
時

30
分

　
○
12
月
16
日（
月
）午
前
9
時
～
10
時

　
○
12
月
24
日（
火
）午
前
10
時
～
11
時

●�

対
象
／
18
歳
以
上
の
方
、各
日
5
人

●�

申
込
み
／
11
月
25
日（
月
）午
前
9
時
か
ら
、

直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ス
タ
イ
ム

　
市
民
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
登
録
証
を

お
持
ち
の
方
に
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
や
、器

具
の
使
い
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

●
日
時

　
○�

11
月
9
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時

　
○
11
月
13
日（
水
）午
前
11
時
～
正
午

　
○
11
月
21
日（
木
）午
前
11
時
～
正
午

●�

持
ち
物
／
登
録
証
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利

用
料（
3
0
0
円
）

■
I
n 

B
o
d
y　
測
定
会

　
測
定
結
果
か
ら
自
分
だ
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
メ
ニ
ュ
ー
を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

●�

日
時

　
○�

11
月
9
日（
土
）午
前
9
時
15
分
～
11
時

　
○�

11
月
13
日（
水
）午
前
10
時
15
分
～
正
午

　
○�

11
月
21
日（
木
）午
前
10
時
15
分
～
正
午

　
○�

11
月
29
日（
金
）午
後
7
時
15
分
～
8
時

　
○�

屋
内
外
の
一
般
作
業
／
屋
内
外
清
掃
・

除
草
な
ど

　
○�

管
理
分
野
／
施
設
管
理
、駐
輪
場
管
理

な
ど

　
○�

技
能
分
野
／
簡
単
な
修
繕
、植
木
の
手

入
れ
な
ど

　
○�

サ
ー
ビ
ス
分
野
／
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

な
ど

※
臨
時
的
、短
期
的
、軽
易
な
作
業
で
す
。

㉄�

公
益
社
団
法
人
向
日
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
9
3
2-

3
9
8
7

向
日
市
社
会
福
祉
協
議
会�

	

臨
時
職
員
募
集（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

●
職
種
／
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

●�

資
格
要
件
／
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了

者（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
）、介
護
福
祉

士
な
ど
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

※�

資
格
が
な
い
方
へ
の
資
格
取
得
助
成
制
度

も
あ
り
ま
す
。応
相
談
。

●
採
用
人
数
／
3
人
程
度

●
雇
用
条
件

　
○�

時
間
給
／
1
5
0
0
円
～
1
9
5
0
円

（
ほ
か
に
諸
手
当
あ
り
）

　
※�

勤
務
時
間
帯
、曜
日
、経
験
年
数
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

　
○
勤
務
日
／
週
1
日
か
ら
可
能（
応
相
談
）

　
○�

勤
務
時
間
／
午
前
7
時
～
午
後
10
時
の

間
で
希
望
時
間

　
○
勤
務
場
所
／
向
日
市
内

●�

申
込
み
／
電
話
で
、向
日
市
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー（
☎
9

3
2-

1
9
6
8
）へ
。

●�
対
象
／
18
歳
以
上
の
方

●�
参
加
費
／
4
0
0
円（
当
日
収
受
）

●�
申
込
み
／
当
日
、体
育
館
窓
口
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
使
用
者
、

妊
娠
中
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

　
小
ス
ペ
ー
ス
で
卓
球
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
時
間
を
月
曜
日
と
木

曜
日
に
設
け
て
い
ま
す
。1
時
間
ご
と
の
入

広　告
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替
制
で
す
。

●�
日
時
／
11
月
7
日（
木
）、11
日（
月
）、14
日

（
木
）、25
日（
月
）、28
日（
木
）午
後
3
時
～
4

時
、午
後
4
時
～
5
時
、午
後
5
時
～
6
時

※�

2
区
分
以
上
の
利
用
可
。準
備
、後
片
付
け

を
含
む
。

●�

種
目（
ス
ペ
ー
ス
）／
卓
球（
1
～
4
台
）、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
1
面
）な
ど

●�

料
金
／
各
時
間
1
ス
ペ
ー
ス
5
0
0
円（
当

日
収
受
、ラ
イ
ン
テ
ー
プ
代
は
別
途
必
要
）

●�

申
込
み
／
前
日
の
午
前
10
時
か
ら
、電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　
ウ
エ
ー
ブ
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
リ
ン
グ
を

使
っ
て
体
を
ほ
ぐ
し
た
り
、軽
い
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
、姿
勢
の
崩
れ
、肩
こ
り
、腰

痛
を
解
消
・
軽
減
し
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
20
日（
水
）午
前
10
時
～
11
時

●
対
象
／
18
歳
以
上
の
方
10
人

●
参
加
費
／
6
0
0
円（
当
日
収
受
）

●�

申
込
み
／
11
月
6
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
、

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

□
い
ず
れ
も
□

●�

場
所
／
市
民
体
育
館

●�

服
装
・
持
ち
物
／
動
け
る
服
装
、上
靴

●�

申
込
み
先
／
公
益
財
団
法
人 

向
日
市
ス

ポ
ー
ツ
文
化
協
会（
市
民
体
育
館
内
、☎
9

3
2-

5
0
1
1
）へ
。

第
25
回
3
×
3
バ
ス
ッ
ケ
ト
ボ
ー
ル

大
会

●
日
時
／
12
月
22
日（
日
）午
前
9
時
～

●�

申
込
み
／
11
月
19
日（
火
）ま
で
に
、電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
生
涯
学
習
課（
内
線

8
3
4
、
9
3
1-

2
5
5
5
）へ
。定
員

（
60
人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※�

手
話
通
訳
、要
約
筆
記
あ
り
。

　

�

ご
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、11
月
11
日（
月
）

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課（
内
線
8
3
4
）

ま
な
ぼ
う
や
雑
学
講
座		

	

「
む
こ
う
の
文
化
財
を
知
ろ
う
」

　
長
岡
宮
跡
や
乙
訓
古
墳
群
、向
日
神
社
な
ど
、

も
う
一
度
訪
れ
た
く
な
る
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

遺
産
を
解
説
し
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
27
日（
水
）午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

●�

講
師
／
山
内
雅
晶
さ
ん（
ま
な
ぼ
う
や

会
員
）

●
場
所
／
寺
戸
公
民
館

●
対
象
／
20
歳
以
上
の
方
30
人

●
参
加
費
／
3
0
0
円

●�

申
込
み
／
11
月
1
日（
金
）～
15
日（
金
）の

間
に
、電
話
で
生
涯
学
習
推
進
サ
ー
ク
ル

「
ま
な
ぼ
う
や
」事
務
局
・
生
涯
学
習
課
内

（
内
線
8
3
4
、土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除

く
午
前
8
時
30
分
～
正
午
、午
後
1
時
～

5
時
）へ
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

ぽ
っ
こ
り
お
な
か
改
善
！	

	

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
安
全
で
効
果
的
な

運
動
の
体
験
教
室
で
す
。家
庭
で
も
気
軽
に
で

●�

対
象
／
中
学
生
以
上
の
方
、各
チ
ー
ム
4

人（
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
3
人
）

●�

募
集
カ
テ
ゴ
リ
ー
／
①
中
学
生
男
子 

②

中
学
生
女
子 

③
一
般
男
子 

④
一
般
女
子 

●�

参
加
費
／
1
チ
ー
ム
1
0
0
0
円（
中
学

生
は
1
チ
ー
ム
5
0
0
円
）

※�

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
も
返
金
は
で
き
ま

せ
ん
。

●�

申
込
み
／
11
月
10
日（
日
）～
30
日（
土
）

の
間
に
申
込
書
と
参
加
費
を
添
え
て
直

接
、公
益
財
団
法
人 

向
日
市
ス
ポ
ー
ツ

文
化
協
会（
市
民
体
育
館
内
、☎
9
3
2-

5
0
1
1
）へ
。募
集
チ
ー
ム
数
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。

ゆ
め
パ
レ
ア
む
こ
う
の
催
し

■�

5
0
0
円
で
施
設
利
用
体
験�

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
で
健
康
づ
く
り

　
ト
レ
ー
ナ
ー
が
90
分
間
運
動
指
導
を
し
ま

す
。体
組
成
の
測
定
も
行
え
、自
分
の
身
体
を

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
後
、自
由

に
施
設
を
利
用
で
き
、ス
タ
ジ
オ
レ
ッ
ス
ン

に
も
参
加
で
き
ま
す
。

●�

日
時

　
○�

11
月
6
日（
水
）①
午
前
10
時
～ 

②
午

後
2
時
～

　
○�

11
月
12
日（
火
）③
午
前
10
時
～ 

④
午

き
る
も
の
な
の
で
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
12
月
4
日（
水
）午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分

●
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
15
人

●�

服
装
・
持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、筆

記
用
具
、タ
オ
ル
、飲
み
物
、バ
ス
タ
オ
ル

※
バ
ス
タ
オ
ル
を
床
に
敷
い
て
運
動
し
ま
す
。

●�

申
込
み
／
11
月
25
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
健
康
推
進
課（
内
線
3
3
9
、

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
8
時
30

分
～
午
後
5
時
15
分
）へ
。定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。

※�

医
療
機
関
受
診
中
の
方
は
主
治
医
に
相
談

の
上
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

市
民
体
育
館
の
教
室

■
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ
ワ
ー
・
ト
ピ
ア
リ
ー
教
室

　
あ
じ
さ
い
の
プ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
中

心
に
、好
き
な
木
の
実
や
小
物
で
飾
り
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
27
日（
水
）午
前
10
時
～
11
時

30
分

●
対
象
／
18
歳
以
上
の
方
10
人

●
参
加
費
／
2
1
0
0
円（
当
日
収
受
）

●�

申
込
み
／
11
月
1

日（
金
）午
前
11
時

か
ら
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
正
月
飾
り
づ
く
り
体
験
教
室

　
松
な
ど
の
生
花
を
生
け
、水
引
や
お
正
月

小
物
で
玄
関
や
床
の
間
に
飾
れ
る
お
正
月
飾

り
を
作
り
ま
す
。

●�

日
時
／
12
月
17
日（
火
）午
前
10
時
～
11
時

後
2
時
～

※�

①
～
④
い
ず
れ
か
の
日
時
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。定
員（
各
回
3
人
）に
な
り
次
第
締

め
切
り
。

●�

参
加
費
／
各
5
0
0
円（
当
日
に
施
設
会

員
に
入
会
い
た
だ
い
た
方
は
参
加
費
を
返

金
し
ま
す
）

■
カ
ラ
ダ
ス
ッ
キ
リ
＆
キ
レ
イ
ヨ
ガ

　
し
っ
か
り
身
体
を
動
か
し
、少
し
難
し
い

ポ
ー
ズ
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ヨ
ガ
で
汗
を
流
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た

い
方
」「
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
を
元
気
に
し
た
い

方
」に
オ
ス
ス
メ
で
す
。血
行
を
促
進
し
代
謝

向
上
を
図
り
、頭
も
心
も
浄
化
し
ま
し
ょ
う
。

●�

日
時
／
毎
週
火
曜
日
午
後
1
時
30
分
～
2

時
45
分

●�

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
／
小
牧
理
絵
子
さ
ん

●�

参
加
費
／
1
回
5
0
0
円（
体
験
） 		

10
回
1
万
6
2
3
8
円

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。電
話
で
仮

予
約
可
。

■
大
人
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
開
講

　
ス
ト
リ
ー
ト
を
は
じ
め
、Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
、様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
ク
ラ
ス
で
す
。

●�
日
時
／
毎
週
火
曜
日
、午
後
7
時
～
8
時

（
月
4
回
）

●�

講
師
／
ユ
ウ
キ
さ
ん（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

●
対
象
／
16
歳
以
上
の
方

●�

参
加
費
／
1
回
5
0
0
円（
体
験
）

　
月
5
2
8
0
円

●�

服
装
・
持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
、室

30
分

●
対
象
／
18
歳
以
上
の
方
15
人

●
参
加
費
／
1
9
0
0
円（
当
日
収
受
）

●�

申
込
み
／
11
月
18
日

（
月
）午
前
10
時
か
ら
、

電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

□
い
ず
れ
も
□

●�

場
所
／
市
民
体
育
館

●�

持
ち
物
／
持
ち
帰
り
袋

●�

申
込
み
／
公
益
財
団
法
人 

向
日
市
ス

ポ
ー
ツ
文
化
協
会（
市
民
体
育
館
内
、☎
9

3
2-

5
0
1
1
へ
）

中
央
公
民
館
市
民
教
養
講
座	

	

「
万
葉
集
の
世
界
を
あ
じ
わ
う
」

　
新
元
号「
令
和
」選
定
の
元
と
な
っ
た
万
葉

集
に
は
、古
代
の
人
々
の
様
々
な
思
い
と
知

恵
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。恋
の
歌
、弔
い
の
歌
、

笑
い
の
歌
、旅
の
歌
、宴
会
の
歌
な
ど
の
数
々

そ
し
て
言
葉
づ
か
い
の
巧
み
さ
、面
白
さ
。万

葉
集
の
魅
力
の
一
端
を
お
話
し
し
ま
す
。

●�

日
時
／
12
月
1
日（
日
）午
前
10
時
～
11
時

30
分

●
場
所
／
寺
戸
公
民
館

●�

講
師
／
山
崎
福
之
さ
ん（
京
都
府
立
大
学
文

学
部
教
授
）

●�

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
30
人

●�

持
ち
物
／
筆
記
具

●�

申
込
み
／
11
月
1
日（
金
）か
ら
電
話
で
中

央
公
民
館
事
業
担
当（
☎
9
3
2-

3
1
6
6
、

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後

5
時
）へ
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

内
用
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。電
話
で
の

仮
予
約
可
。

※�

受
講
料
は
申
込
み
時
に
お
支
払
い
た
だ
き

ま
す
。

□
い
ず
れ
も
□

●
場
所
／
ゆ
め
パ
レ
ア
む
こ
う

●�

申
込
み
／
直
接
、ゆ
め
パ
レ
ア
む
こ
う（
☎

9
3
4-

7
7
7
0
、休
館
日
＝
29
ペ
ー
ジ
を

参
照
＝
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
10
時
）へ
。

講
座
・
教
室

人
権
研
修
会「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
」

●�

日
時
／
11
月
20
日（
水
）午
後
7
時
～
9
時

●
場
所
／
福
祉
会
館

●�

講
師
／
近
藤
由
香
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
Ｑ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
＝
く
ぉ
ー
く
）
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寺
戸
公
民
館
趣
味
・
教
養
講
座

■「
楽
し
く
学
ぶ
干
支
剪
画
教
室
」

　
剪せ

ん
が画
の
技
法
を
楽
し
く
学
び
、来
年
の
干
支

で
あ
る「
子
」（
ね
＝
ね
ず
み
）の
色
紙
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
11
月
21
日（
木
）午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

●
場
所
／
寺
戸
公
民
館

●
講
師
／
中
台
よ
し
子
さ
ん（
剪
画
作
家
）

●
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
20
人

●
参
加
費
／
7
0
0
円（
材
料
費
）

●�

持
ち
物
／
鉛
筆
な
ど
の
筆
記
具
、糊
を
拭

く
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

●�

申
込
み
／
11
月
5
日（
火
）か
ら
、直
接
ま

た
は
電
話
で
寺
戸
公
民
館（
☎
9
3
3-

0
0
3
1
、土
曜
日
の
午
後
、月
曜
日
、祝

日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）へ
。定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

■�����

趣
味
・
教
養
講
座	

�

「
寄
せ
植
え
を
楽
し
も
う
」～
ク
リ
ス
マ
ス  

か
ら
新
春
を
飾
る
寄
せ
植
え
～

　
新
た
な
年
を
迎
え
る
こ
の
時
期
に
、季
節
の

花
木
を
用
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
新
春
の
、家

に
飾
る
寄
せ
植
え
を
楽
し
く
学
ぶ
講
座
で
す
。

●�

日
時
／
12
月
10
日（
火
）午
後
1
時
30
分
～

3
時

●
場
所
／
寺
戸
公
民
館

●�

講
師
／
東
出
素
子
さ
ん（
園
芸
店
ス
タ
ッ
フ
）

●�

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
30
人

●
参
加
費
／
2
0
0
0
円（
材
料
費
）

●�

申
込
み
／
11
月
19
日（
火
）か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
寺
戸
公
民
館（
☎
9
3
3-

の
講
習
で
す
。

●�

申
込
み
／
11
月
2
日（
土
）～
16
日（
土
）の

間
に
、消
防
署
に
あ
る
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、お
申
込
み
く
だ
さ

い
。定
員（
30
人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

㉄�

向
日
消
防
署 

救
急
係
☎
9
3
4-

0
1
1
9

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
高
齢
者
を
対
象
に
見
守
り
や
お
話
し
相
手
な

ど
で
訪
問
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
地
域

サ
ポ
ー
タ
ー
）を
養
成
す
る
講
座
を
全
2
回
開

催
し
ま
す
。

■�

第
1
回　
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る

　
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
活
動
紹
介

●�

日
時
／
11
月
25
日（
月
）午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

●�

講
師
／
向
日
市
社
会
福
祉
協
議
会　
地
域

福
祉
課
職
員

■
第
2
回　

�

認
知
症
高
齢
者
へ
の
理
解

●�

日
時
／
12
月
9
日（
月
）午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

●�

講
師
／
清
家
理
さ
ん（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の

未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
）

□
い
ず
れ
も
□

●
場
所
／
福
祉
会
館　
3
階
大
会
議
室

●
定
員
／
35
人

●�

申
込
み
／
向
日
市
社
会
福
祉
協
議
会 

地
域

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
む
こ
う（
☎
9
3
2-

1
9
6
1
、土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

0
0
3
1
、土
曜
日
の
午
後
、月
曜
日
、祝

日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）へ
。定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

森
本
公
民
館
健
康
講
座		

	

「
ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
よ
う
」

　
体
を
動
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
男
性
の

あ
な
た
、健
康
に
関
心
の
あ
る
女
性
の
あ
な

た
、体
力
に
合
わ
せ
て
、ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
11
月
25
日（
月
）午
後
2
時
30
分
～

3
時
30
分

※�
ぐ
る
っ
と
む
こ
う
バ
ス
南
ル
ー
ト「
第
3

向
陽
小
学
校
前
」停
留
所
に
午
後
2
時
着

と
午
後
4
時
10
分
発
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●�

場
所
／
森
本
公
民
館

●�

講
師
／
山
田
幸
子
さ
ん（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）

●�

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
20
人

●�

持
ち
物
／
飲
み
物
、タ
オ
ル
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト

（
バ
ス
タ
オ
ル
2
枚
で
も
可
）

●�

申
込
み
／
11
月
1
日（
金
）か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
森
本
公
民
館（
☎
9
3
1-

1
1
8
3
、土
曜
日
の
午
後
、日
曜
日
、祝

日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）へ
。定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

鶏
冠
井
公
民
館
趣
味
・
教
養
講
座		

「
お
正
月
の
寄
せ
植
え
」

　
葉
ボ
タ
ン
を
中
心
に
春
ま
で
楽
し
め
る
寄

せ
植
え
を
作
り
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
17
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午

催 

し

乙
訓
2
市
1
町
合
同
明
る
い
選
挙
推
進

啓
発
事
業「
府
政
を
見
る
会
」

　
乙
訓
2
市
1
町
合
同
で
京
都
府
議
会
の
一

般
質
問
を
傍
聴
し
ま
す
。一
緒
に
政
治
へ
の
理

解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

●
内
容
／
京
都
府
議
会
一
般
質
問
傍
聴

●�

日
時
／
12
月
10
日（
火
）正
午
頃
に
市
役
所

庁
舎
前
集
合
、4
時
帰
着
予
定

●
場
所
／
京
都
府
庁（
京
都
府
議
会
）

※
向
日
市
役
所
か
ら
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

●�

主
催
／
乙
訓
2
市
1
町
選
挙
管
理
委
員

会
・
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

●�

申
込
み
方
法
／
11
月
22
日（
金
）ま
で
に
電

話
で
、向
日
市
選
挙
管
理
委
員
会（
内
線

2
9
4
）へ
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

「
第
3
回
む
こ
う
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」

　
1
人
5
分
ず
つ
で
、お
互
い
に
オ
ス
ス
メ

の
本
を
熱
く
紹
介
し
あ
う「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」を
図
書
館
で
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
12
月
7
日（
土
）午
前
10
時
15
分
～

午
後
0
時
15
分

●
テ
ー
マ
／「
贈
り
物
」

●�

発
表
者
申
込
み
／
図
書
館
に
あ
る
申
込
書

に
①
氏
名 

②
電
話
番
号 

③
紹
介
す
る
本

の
書
名 

④
著
者
名 

⑤
出
版
社
名
を
記
入

の
上
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。定
員（
6
人
）

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。電
話
で
も
可
。

●
場
所
／
鶏
冠
井
公
民
館

●�

講
師
／
峰
山
美
保
子
さ
ん（
園
芸
店
ス
タ	

ッ
フ
）

●
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
25
人

●
参
加
費
／
2
0
0
0
円（
材
料
費
）

●�

申
込
み
方
法
／
11
月
5
日（
火
）午
前
9
時

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
鶏
冠
井
公
民

館（
☎
9
2
1-

0
0
6
3
、土
曜
の
午
後
、

日
曜
日
、祝
日
を
除
く

午
前
9
時
～
午
後
5

時
）へ
。定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

上
植
野
公
民
館
趣
味
・
教
養
講
座	

「
金
箔
手
工
芸
」

　
新
春
用
に
干
支
の
色
紙
を
作
り
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
29
日（
金
）午
後
1
時
30
分
～

●�

場
所
／
上
植
野
公
民
館

●�

講
師
／
宍
戸
悦
子
さ
ん（
箔
工
芸
家
）

●�

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
30
人

●
参
加
費
／
2
0
0
0
円（
材
料
費
）

●
持
ち
物
／
タ
オ
ル

●�

申
込
み
／
11
月
25
日（
月
）ま
で
に
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
上
植
野
公
民
館（
☎
・

9
2
1-

0
0
1
2
、土
曜
日
の
午
後
、

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後

5
時
）へ
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

寺
戸
コ
ミ
セ
ン
干
支
剪
画
教
室

　
簡
単
な
剪せ

ん
が画
の
技
法
で
来
年
の
干
支「
子
」

（
ね
＝
ね
ず
み
）を
制
作
し
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
29
日（
金
）午
後
2
時
～
4
時

●
場
所
／
寺
戸
コ
ミ
セ
ン

※�

小
学
生
高
学
年
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
申
込
み
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
11
月
12
日（
火
）～
24
日（
日
）

※�

観
覧
は
申
込
み
不
要
。当
日
直
接
図
書
館
へ
。

㉄
図
書
館
☎
9
3
1-

1
1
8
1

天
文
館
の
催
し

■�

天
文
学
講
座
第
3
講�

�

「
太
陽
系
の
起
源
を
求
め
て
」

●�

日
時
／
12
月
15
日（
日
）午
後
4
時
～
5
時

●�

講
師
／
小
林
仁
美
さ
ん（
ア
ス
ト
ロ
・
ア

カ
デ
ミ
ア
講
師
）

●
定
員
／
80
人

※
未
就
学
児
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※�

当
日
午
後
4
時
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般

投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■�

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
9

●�

日
時
／
12
月
21
日（
土
）午
後
3
時
30
分
～

4
時
30
分

●�

演
奏
／
け
ん
は
も
合
奏
団

●
定
員
／
80
人

※
未
就
学
児
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※�

当
日
午
後
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
投
影

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■�

部
分
日
食
観
望
会

●�

日
時
／
12
月
26
日（
木
）午
後
2
時
30
分
～

4
時

●
定
員
／
40
人

※
小
学
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴

※
雨
天
、曇
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

□
い
ず
れ
も
□

●�

場
所
／
天
文
館

●�

申
込
み
／
11
月
1
日（
金
）午
前
9
時
30
分

●
講
師
／
中
台
よ
し
子
さ
ん（
剪
画
作
家
）

●�

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
15
人

●
参
加
費
／
7
0
0
円（
材
料
費
）

●�

持
ち
物
／
鉛
筆
な
ど
の
筆
記
用
具
、糊
を

拭
く
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

●�

申
込
み
／
11
月
1
日（
金
）か
ら
、直
接

ま
た
は
電
話
で
寺
戸
コ
ミ
セ
ン（
☎

9
3
3-

8
4
1
0
、土
曜
日
の
午
後
、月

曜
日
、祝
日
を
除
く
午

前
9
時
～
午
後
5
時
）

へ
。定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座		

	

『
救
急
救
命
と
心
肺
蘇
生
法
』

　
緊
急
時
の
対
策
と
応
急
処
置
を
学
び
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
28
日（
木
）午
前
9
時
～
正
午

●
場
所
／
向
日
消
防
署

●
講
師
／
向
日
消
防
署　
救
急
隊
員

●�

対
象
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

援
助
会
員

●�

服
装
・
持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、受

講
さ
れ
て
い
る
方
は
修
了
証（
ピ
ン
ク
の

カ
ー
ド
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

㉄
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
9
3
2-

7
8
3
1

乳
幼
児
の
病
気
や
け
が		

	

普
通
救
命
講
習

●
日
時
／
11
月
17
日（
日
）午
前
9
時
～
正
午

●
場
所
／
向
日
消
防
署

●�

講
習
内
容
／
主
に
小
児
、乳
児
、新
生
児
が

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
、応
急
手
当

か
ら
、直
接
ま
た
は
電
話
で
天
文
館（
☎

9
3
5-

3
8
0
0
、休
館
日
＝
29
ペ
ー

ジ
を
参
照
＝
を
除
く
）へ
。

■�

熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム

●�

日
時
／
11
月
24
日（
日
）午
後
4
時
～
4
時

45
分

●�

申
込
み
／
当
日
午
前
9
時
30
分
か
ら
整
理

券
を
配
布
。定
員（
80
人
）に
な
り
次
第
締

め
切
り
。

■
天
体
観
望
会「
秋
の
星
座
と
惑
星
」

●�

日
時
／
12
月
14
日（
土
）午
後
7
時
～
9
時

（
雨
天
・
曇
天
時
は
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

で
の
星
空
解
説
の
み
）

●�

申
込
み
／
12
月
4
日（
水
）ま
で
に
、天
文

館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、郵
便
は
が
き
を
添
え
て
受
け
付
け
へ
。

往
復
は
が
き
で
も
申
込
み
可（
12
月
4
日

必
着
）。中
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
。

1
枚
で
5
人
ま
で
記
入
可
。定
員（
40
人
）

を
超
え
た
と
き
は
抽
選
。

向
日
市
向
日
町
南
山
82
の
1

向
日
市
天
文
館

　
　
　 

天
体
観
望
会
係

617-0005

往信

↓往信用（表）

何も書かない
でください

↓返信用（裏）

代表者住所・
氏名をお書き
ください

-

返信

↑返信用（表）

・�観望希望日�  
（12月14日）

・代表者住所氏名
・代表者電話番号
・�全参加者�  

氏名・年齢�  
（※5人まで）

↑往信用（裏）

※�

天
文
館
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。市
役

所
の
駐
車
場
ま
た
は
近
隣
の
有
料
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
土
・
日
曜
日
、祝
日

は
、市
役
所
北
側
の
出
入
り
口
の
み
ご
利

用
で
き
ま
す
）。
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西
向
日
コ
ミ
セ
ン
文
化
祭

●�
日
時
／
11
月
10
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

3
時

●�

場
所
／
西
向
日
コ
ミ
セ
ン

　
○�

発
表
／
詩
吟
、コ
ー
ラ
ス
、ヨ
ー
ガ
、フ

ラ
ダ
ン
ス
、ウ
ク
レ
レ
、歌
謡
舞
踊
、

ハ
ー
モ
ニ
カ

　
○�

展
示
／
ペ
ン
習
字
、お
り
紙

　
○�

お
茶
席
／
抹
茶（
2
0
0
円
）

㉄�

西
向
日
コ
ミ
セ
ン
☎
9
2
1-

0
0
6
6

紅
葉
ハ
イ
キ
ン
グ

●�

日
時
／
12
月
1
日（
日
）午
前
9
時
～
午

後
2
時
頃（
J
R
向
日
町
・
阪
急
洛
西
口

集
合
）

●�

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
、小
学
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）の
方
20
人

●�

場
所
／
宇
治
周
辺

●�

持
ち
物
／
弁
当
、水
筒
、敷
物
、タ
オ
ル
、交

通
費（
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
ま
で
の
往
復
）

●�

申
込
み
／
11
月
1
日（
金
）午
前
10
時
か

ら
、電
話
で
公
益
財
団
法
人 

向
日
市
ス

ポ
ー
ツ
文
化
協
会（
市
民
体
育
館
内
、☎
9

3
2-

5
0
1
1
）へ
。

※�

雨
天
の
場
合
中
止（
午
前
8
時
に
判
断
し

ま
す
）

マ
リ
ー
ン
ピ
ア
施
設
無
料
公
開

●�

日
時
／
12
月
1
日（
日
）午
後
1
時
～
5
時

●
会
場
／
京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

●�

公
開
施
設

　
○�

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
場（
小
学
生
以
下
保
護

者
同
伴
）

　
○�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場（
中
学
生
以
下
保
護

者
同
伴
）

　
○�

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク（
幼
児
・

小
学
生
低
学
年
保
護
者
同
伴
）

㉄�

京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
7
2-

2
2-

0
5
0
1

多
重
債
務
無
料
相
談
会

　
弁
護
士
、司
法
書
士
、相
談
員
に
よ
る
多
重

債
務
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
21
日（
木
）午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
3
時

●
会
場
／
近
畿
財
務
局
京
都
財
務
事
務
所

※�

前
日
、午
後
3
時
ま
で
に
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

㉄�

近
畿
財
務
局
京
都
財
務
事
務
所

　
☎
0
7
5-

7
5
2-

1
4
1
7

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談

　
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
悩
み
を
お
受
け
す
る
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。嫌

が
ら
せ
、差
別
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の

ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

●�

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

�

☎
0
1
2
0 

-

7
7
1 

-

2
0
8		

月
～
金
曜
日（
祝
日
、12
月
29
日
～
1
月
3

そ
の
ほ
か
の
お
知
ら
せ

秋
は
公
共
交
通
で
、エ
コ
な
お
で
か
け�	

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
対
象
路
線
バ
ス
の
降
車
時
に
、運
転
手
に

「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」と
伝
え
る
と
、大
人
1

人
に
つ
き
同
伴
の
小
学
生
以
下
2
人
ま
で
の

運
賃
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

●�

対
象
日
／
11
月
の
土
・
日
曜
日
、祝
日

●�

対
象
市
町
／
京
都
府
内
に
あ
る
市
町（
京

都
市
、井
手
町
、笠
置
町
を
除
く
）、高
浜
町

（
福
井
県
）、丹
波
篠
山
市（
兵
庫
県
）

●�
対
象
路
線
／
対
象
市
町
を
走
る
京
阪
バ
ス
、

京
都
京
阪
バ
ス
、阪
急
バ
ス
、奈
良
交
通

（
和
束
木
津
線
の
み
）、京
阪
京
都
交
通
、西

日
本
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
、京
都
交
通
、丹

後
海
陸
交
通
な
ど

※�

チ
ラ
シ
は
市
内
の
小
学
校
で
児
童
に
配
布

し
ま
す
。ま
た
公
園
交
通
課
に
も
あ
り
ま
す
。

㉄�

公
園
交
通
課（
内
線
2
2
0
）�

�

京
都
府
交
通
政
策
課
☎
4
1
4-

５
１
４
３

「
地
籍
調
査
」に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、地
籍
を
現
状
に
合
っ
た
正
確
な
も

の
に
す
る
た
め
、平
成
30
年
度
か
ら
地
籍
調
査

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。調
査
区
域
の
土

地
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
は
、調
査
へ
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
令
和
元
年
度
調
査
区
域

　
○�

物
集
女
町
／
立
田
、吉
田
、羽
子
田
、中
条

の
各
一
部

　
○
寺
戸
町
／
八
反
田
、東
御
泥
の
各
一
部

※�

今
後
の
調
査
は
、市
域
全
体
を
対
象
と
し
て

順
次
実
施
す
る
予
定
で
す
。

㉄
公
園
交
通
課（
内
線
2
6
7
）

第
23
回
向
日
市
消
防
団		

	

消
防
訓
練
錬
成
会

 

各
分
団
か
ら
選
出
さ
れ

た
選
手
12
名
が
2
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、ポ
ン
プ
車
操

法
訓
練
を
行
い
、消
防
団

員
の
消
防
技
術
の
向
上
と

士
気
の
高
揚
を
図
り
、日
頃
の
訓
練
成
果
を

披
露
し
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
2
日（
土
）午
前
10
時
～

●�

場
所
／
向
日
市
立
第
6
向
陽
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

㉄
向
日
消
防
署
☎
9
3
4-

0
1
1
9

経
営
者
の
方
へ		

	
	

退
職
金
小
規
模
企
業
共
済
制
度
ご
案
内

　
国
が
運
営
す
る
、安
心
で
お
得
な
制
度
で
す
。

向
日
市
商
工
会
や
金
融
機
関
な
ど
で
加
入
手

続
き
が
可
能
で
す
。

●
メ
リ
ッ
ト

①
掛
金
は
、全
額
所
得
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

�（
月
々
の
掛
金
は
1
0
0
0
円
か
ら
7
万
円

ま
で
自
由
に
設
定
可
能
）

②
経
営
者
の
退
職
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

　

�（
共
済
金
の
受
取
時
に
、税
制
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
）

㉄�

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

☎
0
5
0-

5
5
4
1-

7
1
7
1

西
向
日
自
治
会		

	
	

宝
く
じ
助
成
金
で
調
理
設
備
を
整
備

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
、宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
が
財

源
）を
活
用
し
て
、西
向
日
自
治
会
が
西
向
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
配
備
さ
れ
て

い
る
調
理
設
備
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
し
く
な
っ
た
調
理
設
備
は
地
区
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

㉄
総
務
課（
内
線
2
9
4
）

薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
薬
物
乱
用
は
周
囲
の
人
か
ら
誘
わ
れ
て
好

奇
心
や
興
味
本
位
で
手
を
染
め
る
ケ
ー
ス
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。「
や
せ
ら
れ
る
」「
気
分
が

良
く
な
る
」な
ど
の
甘
い
誘
い
文
句
や
、覚
せ

い
剤
を「
エ
ス
」「
ス
ピ
ー
ド
」な
ど
と
呼
ん
で
、

乱
用
薬
物
と
は
分
か
ら
な
い
よ
う
に
誘
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
薬
物
乱
用
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、絶
対

に
手
を
出
さ
な
い
と
い
う
自
覚
が
大
切
で
す
。

㉄�

京
都
府
乙
訓
保
健
所 

環
境
衛
生
室	�

☎
9
3
3-

1
2
4
1

公共施設の休館日
●市役所、保健センター

毎週土・日曜日、11月4日（振休）
●図書館、文化資料館

毎週月曜日（11月4日を除く）、11月１日（金）、
5日（火）

●天文館
　毎週月・火曜日、11月３日（祝）、23日（祝）
●寺戸公民館、コミュニティセンター

毎週月曜日、11月３日（祝）、23日（祝）

●物集女・森本・鶏冠井・上植野公民館
毎週日曜日、11月4日（振休）、23日（祝）

●ゆめパレアむこう（健康増進センター）
11月14日（木）、28日（木）

●ゆめパレアむこう（市民温水プール）
11月1日（金）～3日（祝）、14日（木）、21日（木）、
28日（木）

●福祉会館、老人福祉センター桜の径・琴の橋
毎週日曜日、11月4日（振休）、23日（祝）

●女性活躍センターあすもあ
　毎週木曜日、11月5日（火）、25日（月）

ミニミニ交通安全⑧

　自動車や自転車などの運転者は、自分の存在を周囲に
早く知らせるために、夕暮れ時や気象状況などに応じて、
早めのライト点灯を習慣づけましょう。

　また、夜間の走行時は原則ハイビームを
使い、対向車などがある場合にはロービームに切り替
えるなど、早い段階で前方の安全を確認できるように
しましょう。

ゆとりもち　早めのライトで　安全運転

　夕方6時に市役所から流れている音楽は、昭和59年に長岡京遷都1200年記念事業のひとつとして実施したもの
で、市民の鐘 「ひまわりチャイム」 といいます。
　同年11月1日から、毎日午後6時に吹鳴し、季節に応じて、春は「野ばら」、夏に「わたしの向日市」、秋には「夕焼け
小焼け」、そして冬には「家路」のメロディーを流しています。チャイムを流すことで、地域ぐるみで子どもたちに帰
宅を促す声かけ運動や、子どもたちの安心安全につながればとの願いを込め、現在も続けています。

㉄企画広報課（内線240）

ひまわりチャイム

日
を
除
く
）午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
来
訪
に
よ
る
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
（
要
予
約
）

㉄�

公
益
財
団
法
人

　
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
3-

5
7
7
7-

1
8
0
2

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

　
労
働
保
険
の
成
立（
加
入
）手
続
は
お
す
み

で
す
か
。労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ

ば
労
働
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

㉄�

京
都
労
働
局 

労
働
保
険
徴
収
課

　
☎
2
7
9-

3
2
2
0

29 28

2019年11月号



31 30

　市民の皆さまなどから寄せら
れた情報を掲載しています。
　掲載については企画広報課

（内線240）にお問い合わせくだ
さい。
※�参加費などの記載がないもの

は無料です。

2019年11月号



■�

1
人
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

●�

日
時
／
毎
週
月
～
金
曜
日
、午
前
9
時

〜
正
午
、午
後
1
時
〜
4
時（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、振
替
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

●�

場
所
／
相
談
室
1（
市
役
所
本
館
1
階
）

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
専
用
電
話�

�
�

☎
9
3
1-

8
1
6
8

■�

土
・
日
曜
日
、祝
日
、振
替
休
日
の
消

費
生
活
電
話
相
談（
京
都
府
・
京
都
市

の
共
同
事
業
）

●�

日
時
／
土
・
日
曜
日
、祝
日
、振
替
休
日
、午

前
10
時
〜
午
後
4
時（
年
末
年
始
を
除
く
）

�

☎
2
5
7-

9
0
0
2（
電
話
相
談
の
み
）

コ
ス
モ
グ
ル
ー
プ

グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

①
食
用
廃
食
油
の
回
収

　
天
ぷ
ら
油
や
賞
味
期
限
切
れ
の
廃
食
油

を
市
内
９
か
所
で
回
収
し
て
い
ま
す
。回

収
し
た
油
は
再
処
理
し
、燃
料
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。

●�

日
時
／
毎
月
第
３
金
曜
日
午
前
８
時

30
分
～
９
時
30
分

●�

場
所
／
物
集
女
町
五
ノ
坪
、寺
戸
町
蔵

ノ
町
、森
本
町
下
森
本
、鶏
冠
井
町
北

井
戸
・
沢
ノ
西
・
沢
ノ
東
、上
植
野
町

馬
立
・
落
堀
・
芝
ヶ
本

②
ウ
エ
ス
を
介
護
施
設
に
提
供

　
コ
ス
モ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、使
い
古
し

た
タ
オ
ル（
洗
っ
た
物
）を
集
め
て
、平

成
８
年
か
ら
介
護
施
設
に
届
け
て
い
ま

す
。施
設
で
は
、ウ
エ
ス（
汚
れ
拭
き
）と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年
も
12

月
中
旬
に
ウ
エ
ス
の
回
収
と
提
供
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄�

代
表
の
原
田
さ
ん

　
☎
9
2
1-

2
4
0
5

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク		



海
洋
を
汚
す

■
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は

　
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
、5
㎜
以
下

の
微
細
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
こ
と
で
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
レ
ジ
袋
な
ど
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
が
、長
い
年
月
を
か
け
て
太
陽
光

に
よ
る
熱
や
紫
外
線
、海
洋
で
の
波
の
力
な
ど

の
影
響
で
小
片
化
、細
分
化
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
容
器
か
ら
家
庭
用
品

や
お
も
ち
ゃ
ま
で
、日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場

所
で
利
用
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、便

利
な
一
方
、ポ
イ
捨
て
な
ど
で
大
量
に
流
れ
出

て
、海
の
環
境
を
汚
し
、悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、４
R
を
推
進
す

る
こ
と
と
、ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄
を
し
な
い

こ
と
で
す
。

「
固
定
電
話
の
設
備
切
り
替
え
」な
ど

に
便
乗
し
た
勧
誘
に
注
意

事
例
1

　
大
手
電
話
会
社
の
代
理
店
を
名
乗
る
会
社

か
ら「
2
0
2
0
年
以
降
ア
ナ
ロ
グ
回
線
が

廃
止
さ
れ
る
。今
の
固
定
電
話
が
使
え
な
く

な
る
の
で
光
回
線
に
切
り
替
え
な
い
か
」と

電
話
が
あ
っ
た
。不
審
に
思
い
断
っ
た
が
、こ

の
会
社
の
言
う
こ
と
は
本
当
な
の
か
。

事
例
２

　
固
定
電
話
を
利
用
し
て
い
る
が「
今
後
、ア

ナ
ロ
グ
回
線
は
な
く
な
り
、電
話
機
も
使
え

な
く
な
る
。今
な
ら
工
事
費
無
料
な
の
で
光

回
線
に
し
た
ほ
う
が
料
金
も
安
く
な
る
」と

電
話
が
あ
っ
た
が
信
用
性
を
知
り
た
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

●�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は

2
0
2
4
年
以
降
、固
定
電
話
の
Ｉ
Ｐ
網

へ
の
移
行
に
伴
い
、電
話
会
社
内
の
設
備

の
切
り
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●�

Ｉ
Ｐ
網
へ
の
移
行
後
も
、現
在
使
用
中
の

電
話
機
や
電
話
番
号
は
設
備
の
切
り
替
え

後
も
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

設
備
切
り
替
え
に
伴
う
手
続
き
や
工
事
は

不
要
で
す
。

●�

こ
の
設
備
切
り
替
え
に
便
乗
し
、固
定
電

話
や
固
定
電
話
の
番
号
が
使
え
な
く
な
る

と
い
っ
た
勧
誘
文
句
で
、電
話
勧
誘
や
訪

問
な
ど
の
営
業
を
す
る
業
者
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●�

よ
く
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、そ
の
場
で
返
事

は
せ
ず
家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
各
電
話
会
社
で
は
、固
定
電
話
の
Ｉ
Ｐ
網

へ
の
移
行
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
を
設
け

て
い
ま
す
。

　
困
っ
た
り
、不
安
に
思
っ
た
時
は
、お
気
軽

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

～シリーズ国保～ 　財政健全化のために㉔
目指すは健康づくり、医療費の適正化、保険料収入の確保

  歳　入
67.6億円

  歳　出
66.6億円

保険料

医療費 後期高齢者支援金
介護納付金 その他

その他国・府等交付金

府貸付け

医療費加入者数 保険料収入

H28 H29H27 H28 H29H27 H28 H29H27

13,285人
12,733人

12,085人

43.89億 43.15億
41.15億

10.68億 10.49億 10.55億

段階的な保険料の改定（平成２９年度から）による影響

H28 H29H27

1.36億 1.21億

2.58億

0.98億

1.21億

0.39億

一般会計から1.36億円を繰入れ（法定外繰入）

翌年度の歳入から1.21億円を繰上げ（繰上充用）

京都府から2.58億円の貸付け（広域化等支援基金）

そのうち、1.21億円を前年度不足分に充て、また9,800万円は黒字

として次年度に繰越すため、実質的には3,900万円の財源不足

H27
H28

H29

年　度 財 源 不 足 の 状 況

財源不足の状況

法定外繰入 繰上充用

➡

➡
次年度へ繰越し

府貸付け

前年度へ充用

2.58億

10.55億

41.15億 9.28億 16.17億

42.19億 12.28億

※年度平均 ※決算ベース ※決算ベース

33.0万
33.９万 34.0万

（総額）

（一人当たり）

※百万円以下四捨五入

これからの国民健康保険

　昭和３６年の制度創設以来の大改革となった国保の広域化により、 国保は都道府県が中心となって運営する新

たなステージへ移行しました。 今後の国保と本市の課題を展望します。

　京都府国民健康保険運営方針　 ー皆で支える京都あんしん国保プラン ＜抜粋＞ー

※ 1 �納付金とは、医療給付など国保の事業を行う
ために各市町村が都道府県に納める資金です。

※ 2 �標準保険料とは、納付金を賄うため、被保険
者に負担していただく保険料率で、都道府県
が市町村ごとに毎年公表します。

　向日市国保の課題　

●医療費は府内トップクラス！
　　国保の広域化から新しく導入された「年齢調整後の医療費指数」に
　よると、本市の医療費は全国平均より約8%高くなっています。その
　分、京都府に納める納付金や皆さまの保険料も高くなります。
　　医療費の伸びを抑えていくことが今後の最重要課題です。
●３.７億円の借入れ残高
　　京都府からの借入れが３.７億円残っており（今年度当初時点）、毎年約4，000万円ずつ償還しています。
　　保険料に影響しないよう、今後も補助金などを積極的に獲得していきます。
●国保の基金が枯渇状態
　　他の多くの市町村では、国保の基金を保有することで、弾力的な財政運営を行っています。しかし、本市では、平成
　25年度に基金が底をつき、以後枯渇状態になっています。保険料の急激な上昇を少しでも緩和できるよう、将来的に
　は十分な基金の保有を目指します。

年齢調整後の医療費指数
（H27～H29の３年平均）

向日市 1.078 1位/15市（京都府内）
京都府平均 1.037 ※全国平均:1.000

医療費の格差
約１．３倍

１人当たり医療費（H29）
１ 笠　置　町　　　449，055円
２ 南 山 城 村　　　416，161円

５ 向　日　市　　　404，440円

25 宇治田原町　　  357，610円
26 木 津 川 市　　  356，991円
　府　平　均　　　 374，854円

〇国保財政の安定運営
　　医療費の動向分析、市町村国保会計の赤字削減
〇納付金 ( ※ 1) と標準保険料 ( ※ 2) の算定・公表
　　市町村の医療費水準等に応じた保険料負担
〇公平公正な制度運営と事務の効率化
　　保険料の収納対策や事務の広域化、保健事業の充実など

京都府が中心となって推進

【京都府府内の格差　～平成 30 年度第１回京都府国民健康保険運営協議会資料より～】

今後、医療費水準の平準化と保険料の府内統一化を中長期的に目指すとされています。

保険料の格差
約１．９倍

１人当たり医療費（H29）
１ 宇治田原町　　　  94，529円
２ 和　束　町　　　  93，997円

14 向　日　市　　　 81，378円

25 綾　部　市　　　 67，520円
26 伊　根　町　　　 49，296円
　府　平　均　　　   79，625円

国保加入者の所得の格差
約１．６倍

１人当たり所得（H29）
１ 久 御 山 町　　　691，414円
２ 長 岡 京 市　　　690，343円

10 向　日　市　　  645，650円

25 綾　部　市　　  450，965円
26 笠　置　町　　  441，662円
　府　平　均　　　 591，415円

環
境
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議�	

登
録
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

…
…

…
…

…
…

※年齢構成による影響を除外した医療費の対全国平均値

４Rとは

①Refuse リフューズ
　（余計なものは要りません）
②Reduce リデュース
　（ごみになるものを減らす）
③Reuse リユース
　（繰り返し使う）
④Recycle リサイクル
　（原材料として再生利用する）

33 32

環
境
と
も
に
考
え
よ
う

消
費
生
活�

�

ト
ラ
ブ
ル

ま
ち
を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う

2019年11月号



足
が
ま
く
り
や
す
い
も
の
）バ
ス
タ
オ
ル

●
参
加
費
／
5
0
0
円

□
い
ず
れ
も
□

●�

場
所
／
あ
ひ
る
が
丘
こ
ど
も
園（
物
集
女

町
北
ノ
口
）

●
対
象
／
乳
幼
児
と
そ
の
親

㉄
あ
ひ
る
が
丘
こ
ど
も
園			




　
☎
9
2
1-

0
0
0
5

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
ね
こ
ば
す

■�

マ
マ
の
た
め
の
身
体
の
整
え
方（
骨
盤
の

セ
ル
フ
ケ
ア
）

　
産
後
の
女
性
の
身
体
に
つ
い
て
の
講
義
と

セ
ル
フ
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
22
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時

30
分

●�

講
師
／
安
藤
智
華
子
さ
ん（
ボ
デ
ィ
ケ
ア

セ
ラ
ピ
ス
ト
）

●
場
所
／
福
祉
会
館

●�

対
象
／
市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
子
育
て
中

の
保
護
者
12
人（
5
か
月
～
2
歳
保
育
あ

り
。要
予
約
12
人
）

●�

服
装
・
持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、筆

記
用
具
、バ
ス
タ
オ
ル

●�

申
込
み
／
電
話
で
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
ね
こ

ば
す（
☎
2
0
3-

7
7
3
8
、木
・
日
曜

日
を
除
く
午
前
10
時
～
午
後
3
時
）へ
。定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

子
育
て
支
援
情
報●�

日
時
／
11
月
21
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時
30

分（
都
合
の
よ
い
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

■�

赤
ち
ゃ
ん
の
ス
タ
イ
を
一
緒
に
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か

●�

日
時
／
11
月
27
日（
水
）午
前
10
時
～
11
時

（
受
付
9
時
55
分
ま
で
）

●�

対
象
／
妊
婦
さ
ん
か
ら
生
後
6
か
月
ま
で

の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
6
組（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
参
加
費
／
5
0
0
円（
材
料
費
）

●�

申
込
み
／
電
話
で
ま
こ
と
幼
稚
園
マ
ナ
・

ハ
ウ
ス（
☎
9
2
1-

2
2
0
2
、午
前
9

時
30
分
～
午
後
2
時
30
分
）へ
。要
予
約
。

■�

め
ざ
せ
安
産
!
妊
娠
期
か
ら
始
め
る
赤
ち
ゃ

ん
に
と
っ
て
心
地
よ
い
お
な
か
づ
く
り

　
骨
盤
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
、自
分

の
身
体
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
11
月
28
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時

30
分

●�

対
象
／
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方

●�

服
装
・
持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、バ

ス
タ
オ
ル
、汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物
、母

子
手
帳

●�

申
込
み
／
電
話
で
ま
こ
と
幼
稚
園
マ
ナ
・

ハ
ウ
ス（
☎
9
2
1-

2
2
0
2
、午
前
9

時
30
分
～
午
後
2
時
30
分
）へ
。要
予
約
。

□
い
ず
れ
も
□

●�

場
所
／
ま
こ
と
幼
稚
園 

マ
ナ
・
ハ
ウ
ス

（
鶏
冠
井
町
山
畑
）

子
育
て
サ
ポ
ー
ト「
お
ひ
さ
ま
」

■
裏
山
あ
そ
び

●�

日
時
／
11
月
6
日（
水
）、13
日（
水
）午
前

10
時
～
正
午

●
服
装
／
動
き
や
す
い
、汚
れ
て
も
よ
い
服
装

■
親
子
で
か
ん
た
ん
リ
ン
パ
ヨ
ガ

●
日
時
／
11
月
30
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

●�

服
装
・
持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装（
腕
や

㉄�

子
育
て
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
」�

�

（
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階
）

�

☎
・
9
3
2-

7
8
3
0

子
育
て
支
援「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」

■
園
庭
開
放

●�

日
時
／
11
月
7
日（
木
）、21
日（
木
）午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
保
育
園
見
学

●�

日
時
／
11
月
11
日（
月
）午
前
10
時
～
10
時

30
分

●�

申
込
み
／
前
日
ま
で
に
、電
話
で
ア
ス
ク

向
日
保
育
園（
☎
9
3
5-

5
5
3
3
）へ
。

□
い
ず
れ
も
□

●�

場
所
／
ア
ス
ク
向
日
保
育
園（
物
集
女
町

森
ノ
下
）

●�

対
象
／
0
歳
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者

㉄�

ア
ス
ク
向
日
保
育
園
☎
9
3
5-

5
5
3
3

子
育
て
交
流「
き
ら
き
ら
キ
ッ
ズ
」

　
園
庭
開
放
や
園
児
と
の
交
流
遊
び
を
し
ま
す
。

12
日
は
女
性
警
察
官
に
よ
る
乳
児
向
け
の
交
通

安
全
教
室
が
あ
り
ま
す
。親
子
で
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

●�
日
時
／
11
月
12
日（
火
）、26
日（
火
）午
前

10
時
～
11
時

●�

場
所
／
さ
く
ら
キ
ッ
ズ
保
育
園（
上
植
野

町
南
開
）

●�

対
象
／
0
～
3
歳
の
未
就
園
児
と
保
護
者

㉄�

さ
く
ら
キ
ッ
ズ
保
育
園	�

☎
9
3
3-

0
2
0
0

■
つ
な
が
り
ス
ペ
ー
ス

○
物
集
女
コ
ミ
セ
ン　
11
月
6
日（
水
）

○
物
集
女
公
民
館　
11
月
13
日（
水
）

○�

上
植
野
コ
ミ
セ
ン　
11
月
12
日（
火
）、26

日（
火
）

○
寺
戸
コ
ミ
セ
ン　
11
月
29
日（
金
）

※�

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、予
約

不
要

○
物
集
女
コ
ミ
セ
ン　
11
月
28
日（
木
）

※�
午
後
1
時
30
分
～
3
時
、予
約
不
要

■
絵
本
館

○�
こ
す
も
す
絵
本
館　
11
月
1
日（
金
）

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
す
も
す
」

○�

ひ
ま
わ
り
絵
本
館　
11
月
8
日（
金
）

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま
わ
り
」

※�

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、予
約

不
要

■
さ
く
ら
施
設
開
放

○�

2
歳
未
満
は
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日

○�

2
歳
以
上
は
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日

※�

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、予
約

不
要

■�

子
育
て
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
来
所
相
談
、電
話
育
児
相
談

　
毎
週
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）、午
前

9
時
～
午
後
4
時
。申
込
み
は
電
話
で
子
育

て
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
」へ
。

※�

子
育
て
セ
ン
タ
ー
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

保
育
所
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ

ん
。車
で
の
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

ま
こ
と
幼
稚
園
の
催
し

■
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
交
流
会

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
助
産
師
さ
ん
、看

護
師
さ
ん
を
交
え
て
の
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
7
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時

30
分（
受
付
9
時
55
分
ま
で
）

●�

対
象
／
生
後
2
か
月
か
ら
た
っ
ち
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
10
組
、妊
婦
の
方
5
組
。

●�

申
込
み
／
電
話
で
ま
こ
と
幼
稚
園
マ
ナ
・

ハ
ウ
ス（
☎
9
2
1-

2
2
0
2
、午
前
9

時
30
分
～
午
後
2
時
30
分
）へ
。定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。要
予
約
。

●
持
ち
物
／
バ
ス
タ
オ
ル

■
赤
ち
ゃ
ん
相
談
日

　
お
っ
ぱ
い
の
こ
と
、体
重
の
こ
と
、発
達
の

こ
と
な
ど
、赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
気
に
な
る

こ
と
を
助
産
師
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
体
重
測
定
が
で
き
ま
す
。

子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
催
し

■
年
齢
別
遊
び
の
日

�
※
い
ず
れ
も
予
約
不
要

○�

ぷ
ち
ぴ
よ
ル
ー
ム（
7
か
月
未
満
）

　

�

11
月
6
日（
水
）、20
日（
水
）午
後
1
時
30
分

～
3
時
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
く
ら
」

○�

ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム（
7
か
月
～
1
歳
4
か
月

未
満
）

　

�

11
月
13
日（
水
）午
後
1
時
30
分
～
3
時
、子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
さ
く
ら
」

○�

と
こ
と
こ
ル
ー
ム（
1
歳
4
か
月
～
2
歳

未
満
）

　

�

11
月
18
日（
月
）午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

子
育
て
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
」

○�

こ
す
も
す
ほ
っ
と
ル
ー
ム（
1
歳
4
か
月

未
満
）

　

�

11
月
14
日（
木
）、28
日（
木
）午
前
10
時
～

11
時
30
分
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
す

も
す
」

○�

ひ
ま
わ
り
ほ
っ
と
ル
ー
ム（
1
歳
4
か
月

未
満
）

　

�

11
月
15
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時
30
分
、子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ひ
ま
わ
り
」

■
園
庭
開
放

○
第
5
保
育
所　
11
月
7
日（
木
）

○
第
6
保
育
所　
11
月
21
日（
木
）

※�

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、雨
天

中
止
、予
約
不
要

たくさんの応募をお待ちしています。

詳しくは市ホームページをご覧ください。

㉄�企画広報課（内線240、 kikakukoho	
@city.muko.lg.jp）

堤
つつみ

 遼
りょうへい

平ちゃん
食べることが大好き！
これからもすくすく成長してね。

1歳
物集女町

岩
いわもと

本 咲
さ く ら

花ちゃん

笑顔がステキなさくら
すくすく大きくな〜れ！

0歳
寺戸町

●プレママスクール
　11月15日（金）
　�開催時間／午前9時30分〜正午
●プレママサロン
　11月22日（金）
　開催時間／午前10時〜11時30分
●乳児前期健診
　11月7日（木）
　受付時間／午後1時〜2時45分

●乳児後期健診
　11月13日（水）
　受付時間／午後1時〜2時45分
●1歳9か月児健診
　11月12日（火）
　受付時間／午後1時〜2時45分
●3歳児健診
　11月6日（水）
　受付時間／午後1時〜2時45分
●離乳食教室
　11月20日（水）
　受付時間／午前9時15分〜9時30分

●�健康・栄養・転入児相談
　11月28日（木）
　受付時間／午前9時30分〜11時
●予防接種（BCG）
　11月8日（金）
　受付時間／午後1時10分〜2時30分

※場所はいずれも、保健センター 
（寺戸町東野辺31）

��健康推進課� �
（�内線333、338、	 �
339、357）

健康診査・教室など
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長岡第七
小学校

小
畑
川

府
道
西
京
高
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京
都
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乙訓橋

一文橋

至
西
向
日

至
長
岡
天
神

乙訓休日応急
診療所

市役所問い合わせ先fax番号一覧
問い合わせ先 fax番号 問い合わせ先 fax番号 問い合わせ先 fax番号

市役所（代表） 922-6587 営業課、上水道課 933-3999 文化財調査事務所 931-4004

地域福祉課 935-1346 下水道課 921-4114 天文館 935-4380

障がい者支援課 932-0800 議会事務局 931-4188 市民体育館 934-1657

教育総務課、学校教
育課、生涯学習課

931-2555
文化資料館 931-1121 ゆめパレアむこう 932-3269

図書館 931-1081 向日消防署 922-1190
上記または記事内にfax番号の記載がない場合は、市役所（代表）までお願いします。

地域健康塾
　向日市在住の65歳以上の方を対象とし、健康
チェック（血圧測定など）、軽体操、交流会などを
します。お茶などの飲み物、タ
オル、上履き（福祉会館のみ）な
どは各自でお持ちください。

【午前の部】 午前9時30分〜11時

物集女公民館 11月5日、12日、19日、26日

寺戸公民館 11月6日、27日

寺戸コミセン 11月13日、20日

森本公民館 11月5日、12日、19日、26日

鶏冠井公民館 11月7日、14日、21日、28日

上植野コミセン 11月1日、8日、15日、22日

向日コミセン 11月7日、14日、21日、28日

西向日コミセン 11月6日、13日、27日

向日台団地集会所 11月1日、8日、15日、22日

西部防災センター 11月11日、18日、25日

福祉会館 11月11日、18日、25日

【午後の部】 午後1時30分〜3時

鶏冠井コミセン 11月7日、14日、21日、28日

上植野公民館 11月11日、18日、25日

上植野コミセン 11月6日、13日、20日、27日

福祉会館
11月5日、12日、19日、26日

11月1日、8日、15日、22日

問高齢介護課（内線345）

休日・祝日診療

●内科・小児科

乙訓休日応急診療所
（長岡京市今里北ノ町39-4、 ☎ 955-3320）
受付時間／午前9時30分〜午後4時

●外科
　診療時間／午前9時30分〜午後4時
　【11月の当番】受診前に電話でご確認ください。

11月3日（祝） 済生会京都府病院
� ☎955-0111

11月4日（振休） 千春会病院 � ☎954-2175

11月10日（日） 片岡診療所 � ☎953-8338

11月17日（日） いしいクリニック
� ☎933-9141

11月23日（祝） 向日回生病院�☎934-6881

11月24日（日） 向日回生病院�☎934-6881

問健康推進課（内線336）

各種相談・内容 日 程 場所・問い合わせ

無料法律相談（予約制、1人30分）�
　弁護士が相談に応じます。
※予約は電話でのみ
※�定員は各5人です。相談時間の指定は

できません。定員になり次第締め切り。
市内在住の個人が対象。

※�11月11日（月）、12月2日（月）は女性弁
護士が相談に応じます。

11月11日（月）午前9時〜11時30分
※�予約は11月7日（木）午前9時から

本館 市民相談室
問広聴協働課（内線250）

11月18日（月）午前9時〜11時30分�  
※予約は11月14日（木）午前9時から
11月25日（月）午前9時〜11時30分�  
※予約は11月21日（木）午前9時から
12月2日（月）午前9時〜11時30分�  
※予約は11月28日（木）午前9時から

困りごと相談
　司法書士、行政書士、社会保険労務士、
行政相談委員、人権擁護委員、民生児童委
員などが相談に応じます。相続、登記、債
務整理、年金、成年後見人制度、人権や労
働問題など、幅広くご相談ください。

11月12日（火）、26日（火）午前9時15
分〜正午（受け付けは11時30分まで）

福祉会館
※車での来館はご遠慮ください。
問広聴協働課（内線250）

消費生活相談
　悪質商法や訪問販売のトラブルなど、
消費生活についての疑問、苦情をお気軽
にご相談ください。

月〜金曜日（祝日を除く）、午前9時〜
正午、午後1時〜4時

本館 相談室1
問消費生活センター専用電話
　☎931-8168

女性のための相談（予約制、1人50分）
　女性カウンセラーが相談に応じます。　
DV相談は年間を通じてお受けします。

11月13日（水）、27日（水）午後1時10
分〜4時

問広聴協働課 予約専用電話
　☎931-1144

年金相談
　社会保険労務士が相談に応じます。

11月7日（木）、14日（木）、21日（木）、28
日（木）午前10時〜正午、午後1時〜4時

東向日別館
問市民課 年金係（内線216、246）

心の健康相談（予約優先）
　精神保健福祉士が相談に応じます。

11月5日（火）、12日（火）、19日（火）、
26日（火）午後1時〜5時

東向日別館
問障がい者支援課（内線324）
　  932-0800

経営安定特別相談
　市内中小商工業者の経営の
改善と強化を図るため、税理
士などが相談に応じます。

税務専門 11月5日（火）、19日（火）午後1時〜4
時30分（受け付けは4時まで） 向日市商工観光振興センター

問向日市商工会 ☎921-2732
経営専門 月〜金曜日（祝日を除く）、午前9時〜

午後5時15分
不動産無料相談
　宅地建物取引士が相談に応じます。

11月21日（木）午後1時～4時（受け付
けは3時30分まで）

向日市商工観光振興センター
問向日市商工会 ☎921-2732

家庭児童相談
　家庭で子どもを養育する上でのさまざ
まな悩みや心配、子どもの虐待について
相談に応じます。

月〜金曜日（祝日を除く）、午前9時〜
午後4時

東向日別館 家庭児童相談室
問家庭児童相談室 ☎933-1199

子育てコンシェルジュ
　妊娠届出や転入時に保健師などが面接
し、子育てに関する悩みの相談、子育て情
報を提供します。必要な方には継続的な
支援を行います。

月～金曜日（祝日を除く）、午前8時30
分〜正午、午後1時～5時

東向日別館
問健康推進課（内線354）

NPO法人 あかねクラブ	 �
「長期離職者などに対するお仕事相談会」
　長期間離職している方や就労経験が少な
い方に就労に向けた支援を行います。ご本
人、ご家族などどなたでも相談できます。

11月6日（水）、13日（水）、20日（水）、
27日（水）午後1時～4時
※相談には事前予約が必要です。

福祉会館
※車での来館はご遠慮ください。
問地域福祉課（内線302）

市役所への電話でのお問い合わせは、☎931-1111 （代表番号）にお掛けください。担当課におつなぎします。
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いよいよ運行開始　				  
「ぐるっとむこうバス」スタート式

　10月1日から運行を開始した向日市コミュニティバ
ス「ぐるっとむこうバス」のスタート式が9月30日、市
役所本館前で行われました。
　オリジナルラッピングを施した、北ルートを運行す
る9人乗りのジャンボタクシーと、南ルートを運行する
35人乗りの小型バスがお披露目されました。

9
30 タイ王国青少年芸術団が表敬訪問

　タイ王国の「ブッサバー少女舞踊団」と「アート・アソ
シエーション」の青少年芸術団員が市を表敬訪問しま
した。
　また、青少年芸術団員らは第３向陽小学校で伝統芸
能を披露し、児童らは異国情緒あふれる舞に魅了され
ました。その後、一緒に給食を食べるなど児童との交流
を楽しみました。

10
11

一人一人が災害に備えて			 
 向日市防災訓練

　向日市防災訓練が、向陽小学校で行われました。
　今回の訓練では、9月28日（土）午前９時に震度６強
の内陸直下型地震が発生し、市内各地で家屋の倒壊を
はじめ、ライフラインなどに大きな被害が生じたとい
う想定のもと訓練を行いました。
　参加者は、避難所運営訓練や、初期消火、倒壊した建
物からの救出、土のう作成などに、真剣な表情で取り組
みました。

9
28長寿祝い　秋のひとときを楽しむ敬老会

　70歳以上の方の長寿を祝う向日市敬老会が9月25
日、向日市民体育館で開かれました。
アトラクションとして、コント山口君と竹田君のコン
トを楽しみました。続いて、ひばりさんによるものまね
歌謡ショーが行われ、美空ひばりさんそっくりなもの
まねショーで会場を盛り上げました。
参加者は笑いと歌で、秋のひとときを楽しみました。

9
25

開館時間  午前10時〜午後6時
電話番号  931-1181

向日市立図書館
京都府向日市寺戸町南垣内 40 番地の1

F   A   X  931-1081

図書館で広告を出しませんか？　雑誌スポンサー募集中!!司書の

イチオシ
� 情 報 開館35周年を記念してオリジナルブックカバーを作りました

　図書館と文化資料館は昭和５9年11月に開館し、今年で35周年を迎えます。
これを記念して図書館ブックカバーを作成しました。用紙サイズはA４です。
文庫と新書のカバーができます。図書館公式ホームページの「刊行物のご案内」
にアップしています。印刷してお使いください。

日 月 火 水 木 金 土

3
10
17

4
11
18

26 27 28 29 30

5
12
19

6
13
20

7
14
21

１
8
15
22

２
9
16
23

11 月の休館日カレンダー

2524
●＝休館日

　ミリと仲良くなったヤエはスマホを手に入れＬＩＮ
Ｅ友だちになる。しかしミリが学校を休むようになり、
憧れの男子コウも休みがちに。街でコウを見かけ後を
追って飛び込んだ建物はフィギュアだらけの異空間の
ようなところで。

境い目なしの世界
角野栄子／著　理論社

●「�国籍の？がわかる本　日本人ってだれのこと？
外国人ってだれのこと？」�

木下理仁／著　山中正大／イラスト
太郎次郎社エディタス

●�「風船で宇宙を見たい！やってみることから開け
る無限の未来」� 岩谷圭介／著　くもん出版

●�「ぬけ穴の首　西鶴の諸国ばなし」
井原西鶴／著　廣末保／作　岩波書店

●�「嵐をしずめたネコの歌」
アントニア・バーバー／作　ニコラ・ベイリー／絵

おびかゆうこ／訳　徳間書店
●�「ＤＪ　ＹＯＹＯ」�

おおなり修司／文　飯野和好／絵　絵本館
●「まほうのさんぽみち」　ロビン・ショー／さく

せなあいこ／やく　評論社

　オタク、ゆるキャラ、下流社会…。社会に定着し日常
的に使われている「新語」の数々。これらの言葉をはじ
めて使ったのはいつ、誰が言い始めた。

平成新語出どこはどこ？
平成を象徴する言葉の
「起源」！
中村三郎／著　柏書房

●「�読むよむ書く　迷い多き君のためのブックガイド」
� 重松清／著　幻戯書房

●�「ワールド・トレイルズ　世界は歩いてみたい
「道」にあふれている」

ゲシュタルテン／編　グラフィック社
●�「科学する心」

池澤夏樹／著　集英社インターナショナル
●�「人生も作品！芸術家たちのプライベート美術館」	

� 講談社／編　講談社
●�「競歩王」� 額賀澪／著　光文社
●「崖っぷちパラダイス」� 谷口桂子／著　小学館
●「ジーヴスの世界」� 森村たまき／著　国書刊行会
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向
日
神
社

こ
う
に

む
の

あ
ざ字

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．2

渡
来
秦
氏
の
勢
力
か

　
こ
の
町
も
難
読
地
名
の

ひ
と
つ
で
す
。９
世
紀
頃

の
日
本
後
紀
に「
山
城
乙

訓
物
集
…
」と
記
さ
れ
て

お
り
、か
な
り
古
く
か
ら

の
地
名
の
よ
う
で
す
。

　
乙
訓
郡
誌（
昭
和
15
年

刊
）に
よ
る
と
、大
和
朝
廷

の
頃
、大
陸
か
ら
渡
来
し
て
、乙
訓
地
域
を
中
心
に

勢
力
を
持
っ
て
い
た
秦
氏
の
部
下
に
物
集
女
氏
を

名
乗
る
者
が
お
り
、そ
れ
が
住
み
着
い
て
地
名
に

な
っ
た
、と
の
説
。河
内
国
大
鳥
郡
の
百
舌
鳥（
も

ず
）に
勢
力
を
も
っ
て
い
た
一
族
が
、こ
の
地
に
移

り
住
ん
だ
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
る
説
。ま
た
、朝
廷

に
仕
え
た
氏
族
の
中
に
、儀
式
や
宴
会
に
携
わ
る
係

を
物
集
女
と
称
し
て
、そ
れ
が
地
名
に
な
っ
た
説
な

ど
が
あ
り
ま
す
。物
集
女
車
塚
古
墳
、物
集
女
城
や

物
集
女
街
道
な
ど
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
物
集
女
街
道
と
府
道
の
交
差
点
名
が

「
御
所
海
道
」か
ら「
物
集
女
」に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

遺
跡
で
全
国
有
名
に

　
明
治
７（
１
８	

７
４
）年
、西
土

川
村（
北
東
部
）

と
白
井
村（
南
西

部
）
が
合
併
し
、

森
本
村
に
な
り

ま
し
た
。向
日
市

の
大
字
の
中
で

は
比
較
的
歴
史

は
浅
い
と
い
わ

れ
ま
す
。森
本
の
名
の
由
来
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、白

井
村
に
は
、「
上
森
本
」「
下
森
本
」の
小
字
が
あ
り
、今

も
そ
の
名
は
残
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
22
年
の
市
制
町
村
制
施
行
に
伴
い
、森
本
村

を
含
む
1
町
5
村
が
合
併
し
、向
日
町
が
発
足
し
た
際
、

同
町
の
大
字
に
な
り
ま
し
た
。縄
文
か
ら
古
墳
時
代
の

森
本
遺
跡
が
有
名
で
す
。昭
和
45（
１
９
７
０
）年
、第

３
向
陽
小
学
校
建
設
の
際
の
発
掘
調
査
で
、縄
文
土
器

の
破
片
や
弥
生
時
代
の
用
水
路
跡
、珍
し
い
人
面
付
壺

形
土
器
、石
器
、弥
生
土
器
な
ど
が
出
土
、森
本
の
名
を

全
国
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。乙
訓
地
方
を
代
表
す
る
弥

生
時
代
の
拠
点
集
落
と
み
ら
れ
、水
路
跡
の
遺
構
は
同

小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
の
市
名
の
ル
ー
ツ

　

か
つ
て

は
乙
訓
地

域
の
中
心

地
で
し
た
。

豊
臣
政
権

の
時
代
、京

都
所
司
代
の
前
田
玄
以
が
向
日
神
社
前
の
西
国
街

道
沿
い
に
町
場
を
造
る
こ
と
を
定
め
た「
前
田
玄
以

定
書
」が
残
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
ろ
か
ら
町
並
み

が
現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し「
向
日
」の
名

は
も
っ
と
古
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
山
城
盆
地
に
突
き
出
た
丘
陵
の
南
側
に
あ
り
、

ち
ょ
う
ど
太
陽
に
向
か
う
地
形
に
あ
る
こ
と
か
ら

「
向
日
」の
名
が
つ
い
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。他

に
は
、都
が
平
安
京
に
移
っ
た
あ
と
、都
や
伏
見
か

ら
み
て
長
岡
京
辺
り
は「
む
こ
う
」に
あ
た
る
の
で

「
向
日
」と
呼
び
始
め
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。そ

の「
向
日
」の
名
が
由
来
の
向
日
神
社
は
昨
年
、創

建
・
鎮
座
か
ら
1
3
0
0
年
を
迎
え
、な
お
次
代
へ

歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

物集女町（もずめちょう）

森本町（もりもとちょう）

向
日
町（
む
こ
う
ち
ょ
う
）

1 住みよいまちを力を合わせつくりましょう
1 きれいな緑と水と空を守りましょう
1 働くよろこびと心のふれあいを大切にしましょう
1 すぐれた教育と文化を育てましょう
1 明るいくらしと福祉のまちをきずきましょう

（昭和52年11月3日制定）

向日市民憲章

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

令
和

元
年（

2019年
）

5月
1日

発
行

広
報

む
こ

う
　

N
o1140

編
集

・
発

行
／

向
日

市
役

所
　

ふ
る

さ
と

創
生

推
進

部
 企

画
広

報
課

 〒
617‐

8665 京
都

府
向

日
市

寺
戸

町
中

野
20

☎
075（

931）1111　
075（

922）6587　
HP

http://w
w

w
.city.m

uko.kyoto.jp/

「広報むこう」は原則、発行日の3日前から発行日までの間で各戸配布し
ています。配布に関するご要望などは、公益社団法人 向日市シルバー人
材センター(☎ 932-3987、  934-8600)へ。

令
和

元
年（

2019年
）

11月
1日

発
行

広
報

む
こ

う
　

N
o1146


	00表紙11月号_FM
	01特集_FM
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